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６
月
30
日
か
ら
７
月
２
日
ま
で
愛
知

県
の
愛
知
県
国
際
展
示
場
（
ア
イ
チ
ス

カ
イ
エ
キ
ス
ポ
）
で
行
わ
れ
た
、
産
業

用
ロ
ボ
ッ
ト
と
自
動
化
シ
ス
テ
ム
の
専

門
展
示
会
「
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

ジ
ャ
パ
ン
」
に
参
加
し
て
き
た
。
ロ
ボ

ッ
ト
の
な
か
で
産
業
用
に
特
化
し
て
タ

ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り
、
か
つ
自
動
車
を
中
心
と
し

た
日
本
の
製
造
業
の
中
心
地
で
あ
る
愛
知
県
・

東
海
地
方
で
の
開
催
と
い
う
こ
と
か
ら
、
行
く

前
か
ら
期
待
値
は
高
か
っ
た
の
だ
が
、
実
際
の

現
場
を
見
た
ら
想
像
を
は
る
か
に
超
え
て
素
晴

ら
し
く
、
い
ろ
い
ろ
と
刺
激
を
受
け
た
▼
ま
ず

良
か
っ
た
の
が
来
場
者
と
会
場
の
雰
囲
気
。
コ

ロ
ナ
禍
の
警
戒
感
も
冷
め
や
ら
ぬ
な
か
、
か
つ

天
候
は
酷
暑
で
来
場
者
数
は
心
配
さ
れ
た
が
、

ふ
た
を
開
け
て
み
た
ら
初
日
か
ら
目
標
の
１
５

０
％
に
迫
る
勢
い
で
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ

っ
て
い
た
。
そ
こ
で
は
コ
ロ
ナ
以
前
の
活
況
な

展
示
会
の
光
景
が
再
現
さ
れ
、
「
戻
っ
て
き

た
」
と
い
う
実
感
を
得
た
。
加
え
て
来
場
者
の

質
も
非
常
に
高
く
、
作
業
着
を
来
て
同
僚
と
連

れ
立
っ
て
来
て
い
る
グ
ル
ー
プ
を
い
た
る
と
こ

ろ
で
見
か
け
、
各
ブ
ー
ス
で
話
し
て
い
る
と
こ

ろ
に
小
耳
を
立
て
る
と
、
そ
の
中
身
は
と
て
も

濃
い
内
容
で
、
ま
さ
に
工
場
や
製
造
現
場
の

「
ユ
ー
ザ
ー
」
が
多
く
集
ま
っ
て
い
る
の
を
感

じ
た
。
ま
た
出
展
者
側
も
土
地
柄
や
来
場
者
に

合
わ
せ
た
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
寄
り
の
展
示
や

デ
モ
機
が
目
立
ち
、
特
に
既
存
設
備
と
ロ
ボ
ッ

ト
を
連
携
さ
せ
、
今
の
現
場
の
生
産
性
を
上
げ

て
い
く
よ
う
な
展
示
が
多
か
っ
た
。
東
京
の
大

規
模
展
示
会
で
あ
り
が
ち
な
、
ち
ょ
っ
と
関
連

性
が
薄
い
来
場
者
に
対
し
て
、
派
手
に
シ
ョ
ー

ア
ッ
プ
化
し
て
魅
せ
る
よ
う
な
風
で
は
な
く
、

使
う
人
・
売
る
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

場
と
な
り
、
楽
し
そ
う
に
技
術
談
義
を
交
わ

し
、
会
場
全
体
が
地
に
足
の
着
い
た
形
の
有
意

義
な
空
間
に
な
っ
て
い
て
と
て
も
親
近
感
が
沸

い
た
▼
製
造
業
界
は
値
上
げ
や
納
期
遅
れ
、
工

場
停
止
な
ど
多
く
の
問
題
に
直
面
し
、
と
も
す

れ
ば
マ
イ
ナ
ス
の
雰
囲
気
に
飲
み
込
ま
れ
そ
う

に
な
る
が
、
製
造
業
の
中
心
地
で
感
じ
た
こ
の

熱
気
、
元
気
は
、
日
本
の
製
造
業
の
底
力
と
未

来
へ
の
可
能
性
を
感
じ
さ
せ
る
に
十
分
な
パ
ワ

ー
を
与
え
て
く
れ
た
。
昔
か
ら
「
展
示
会
は
業

界
の
お
祭
り
」
と
い
う
が
、
今
回
は
ま
さ
に
そ

ん
な
感
じ
で
、
参
加
者
全
員
に
良
い
刺
激
を
与

え
、
良
い
区
切
り
と
な
り
、
次
の
仕
事
に
向
か

う
た
め
の
切
り
替
え
ス
イ
ッ
チ
と
な
っ
て
く
れ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
製
造
業
の
お
膝
元

が
ロ
ボ
ッ
ト
で
大
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
こ
と

で
、
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
ロ
ボ
ッ
ト
・
自
動
化
業

界
が
盛
り
上
が
り
、
そ
れ
が
全
国
に
波
及
し
て

い
く
こ
と
に
期
待
し
た
い
。

ロボットテクノロジージャパン大盛況！　製造業のお膝元の底力を実感

2020年の製造業規模
2020年 前回比 構成比 2015年

売上高 390兆9934億
3500万円 1.4%減 23.0% 396兆2754億

2100万円

純付加価値額 65兆1543億
3400万円 5.3%減 19.3% 68兆7890億

9300万円

企業数 34万0064社 11.7%減 9.3% 38万4781社

事業所数 41万0864カ所 9.7%減 8.1% 45万4800カ所

従業員数 886万6615人 0.2%増 15.4% 886万4253人

うち男性
従業員

621万7406人
（70.1%） ー ー 619万7646人

（70.1%）

うち女性
従業員

264万6658人
（29.9%） ー ー 264万6514人

（29.9%）
経済センサス ‐ 活動調査 速報集計より作成

関
連
し
て
Ｅ
Ｖ
や
リ
チ
ウ
ム

イ
オ
ン
バ
ッ
テ
リ
ー
等
の
需

要
が
急
拡
大
し
、
そ
れ
に
と

も
な
っ
て
設
備
投
資
が
急
拡

大
し
て
い
る
。
ス
マ
ー
ト
工

場
化
や
Ｄ
Ｘ
、
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
と
い
っ
た
課
題

を
抱
え
て
お
り
、
そ
の
解
決

に
役
立
て
る
施
設
に
し
た

い
」
と
し
、
柴
垣
津
以
子
Ｆ

Ａ
シ
ス
テ
ム
事
業
本
部
デ
ジ

タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
グ
ル

ー
プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
「
単

に
見
せ
る
だ
け
で
な
く
、
Ｃ

ｏ
―
ｉ
ｎ
ｎ
ｏ
ｖ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ

ｎ
の
場
と
し
て
課
題
解
決
の

た
め
の
施
設
と
し
、
何
度
も

足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

あ
な
場
所
に
し
た
い
」
と
話

し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
の
住
所
は
東

京
都
台
東
区
台
東
１
―
30
―

７
秋
葉
原
ア
イ
マ
ー
ク
ビ
ル

７
階
。
秋
葉
原
駅
か
ら
徒
歩

９
分
ほ
ど
。
開
館
時
間
は
10

時
か
ら
17
時
。
休
館
日
は
土

日
祝
日
と
、
同
社
休
業
日
。

見
学
・
利
用
は
事
前
予
約
制

と
な
っ
て
お
り
、
同
社
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
か
ら
申
し
込
め
る

ほ
か
、
支
社
や
販
売
代
理
店

経
由
で
も
予
約
可
能
と
な
っ

て
い
る
。

ン
や
工
場
全
体
を
対
象
と

し
、
課
題
解
決
や
デ
ジ
タ
ル

技
術
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
中

心
と
し
た
も
の
に
更
新
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
イ
ベ
ン
ト
エ

リ
ア
は
定
期
的
に
企
画
・
展

示
物
を
入
れ
替
え
て
い
く
予

定
で
、
現
在
は
脱
炭
素
を
テ

ー
マ
と
し
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
貢
献
す

る
三
菱
電
機
の
先
進
技
術
」

と
し
て
、
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ａ
フ
ェ
ア

で
展
示
し
た
も
の
を
中
心

に
、
９
月
30
日
ま
で
企
画
展

示
を
行
っ
て
い
る
。

　
テ
ス
ト
エ
リ
ア
は
、
顧
客

が
ワ
ー
ク
を
持
ち
込
ん
で
エ

ン
ジ
ニ
ア
と
一
緒
に
評
価
や

テ
ス
ト
が
で
き
る
エ
リ
ア
と

な
っ
て
お
り
、
シ
ー
ケ
ン

サ
、
ロ
ボ
ッ
ト
、
サ
ー
ボ
、

画
像
セ
ン
サ
の
そ
れ
ぞ
れ
に

テ
ス
ト
ル
ー
ム
を
備
え
て
い

る
。
テ
ス
ト
エ
リ
ア
は
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
前
か
ら
公
表
で
、

毎
日
予
約
で
埋
ま
っ
て
お

り
、
現
在
も
途
切
れ
ず
に
続

い
て
い
る
と
い
う
。

　
２
階
は
「
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
」
と

な
っ
て
お
り
、
配
電
制
御
機

器
や
ロ
ボ
ッ
ト
の
使
い
方
や

使
い
こ
な
し
方
の
研
修
施
設

と
な
っ
て
い
る
。

　
古
谷
友
明
Ｆ
Ａ
シ
ス
テ
ム

事
業
本
部
機
器
事
業
部
長
は

「
デ
ジ
タ
ル
関
連
で
半
導
体

・
電
子
部
品
、
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
や
５
Ｇ
。
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
、
物
流
等
、
脱
炭
素
に

ン
ト
開
催
に
使

え
る
「
イ
ベ
ン

ト
エ
リ
ア
」
の

主
に
３
つ
の
エ

リ
ア
で
構
成
。

ハ
ー
ド
ウ
エ
ア

や
作
業
工
程
を

中
心
と
し
た
展

示
か
ら
、
ラ
イ

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
オ
ー
プ
ン

三菱電機「東日本FAソリューションセンター」

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
が

一
体
と
な
っ
た
施
設
と
し
て

２
０
１
８
年
７
月
に
オ
ー
プ

ン
。
そ
れ
ま
で
は
各
種
コ
ン

ポ
ー
ネ
ン
ツ
と
、
ロ
ボ
ッ
ト

に
よ
る
作
業
デ
モ
機
を
中
心

と
し
た
展
示
だ
っ
た
が
、
コ

ロ
ナ
禍
と
製
造
業
の
ト
レ
ン

ド
変
化
に
合
わ
せ
、
課
題
解

決
の
ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
る
場

へ
と
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
。

　
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
は
、
ス
マ

ー
ト
ウ
ォ
ッ
チ
の
加
工
・
組

み
立
て
か
ら
出
荷
ま
で
の
一

連
の
流
れ
を
ロ
ボ
ッ
ト
で
再

現
し
、
か
つ
３
Ｄ
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
や
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ａ
等

の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
駆
使
し

て
デ
ー
タ
活
用
や
見
え
る

化
、
予
知
保
全
等
が
で
き
る

デ
モ
ラ
イ
ン
を
中
心
と
す
る

「
デ
ジ
タ
ル
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク

チ
ャ
リ
ン
グ
エ
リ
ア
」
と
、

１
０
０
イ
ン
チ
の
大
型
モ
ニ

タ
で
情
報
を
共
有
し
な
が

ら
、
顧
客
と
一
緒
に
課
題
解

決
の
道
を
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
し
て
探
っ
て
い
く
「
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
エ
リ
ア
」
、
イ
ベ

　
同
セ
ン
タ
ー
は
「
見
る
、

試
す
、
学
ぶ
」
を
コ
ン
セ
プ

ト
と
し
、
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
と

テ
ス
ト
施
設
、
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ

顧客と共創＆課題解決

　
三
菱
電
機
は
、
東
京
・
秋
葉
原
に
あ
る
東
日
本
Ｆ
Ａ
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し

た
。
Ｄ
Ｘ
や
脱
炭
素
な
ど
の
ト
レ
ン
ド
に
対
し
、
デ
ジ
タ

ル
や
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
、
ラ
イ
ン

や
工
場
の
課
題
解
決
と
最
適
化
に
つ
い
て
顧
客
と
一
緒
に

考
え
て
解
決
し
て
い
く
場
所
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

経
産
省「
経
済
セ
ン
サ
ス
活
動
調
査
」

製
造
業
の
稼
ぐ
力 

強
く

売
上
高
３
９
０
兆
円

純
付
加
価
値
額
65
兆
円

基
幹
産
業
に

　
経
済
産
業
省
は
２
０
２
１
年
度
経
済
セ
ン
サ
ス
活
動
調
査
を
公
表
し
、
日
本
の
製
造

業
の
現
在
の
姿
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
２
０
２
０
年
の
日
本
の
製
造
業
の
売
上
高
は
３

９
０
兆
円
超
、
純
付
加
価
値
額
は
65
兆
円
と
な
り
、
日
本
産
業
全
体
に
対
し
て
約
２
割

を
占
め
る
基
幹
産
業
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
い
ず
れ
も
前
回
の
２
０
１
５
年
調
査
時

よ
り
も
減
額
し
、
企
業
数
・
事
業
所
数
も
減
り
、
規
模
と
し
て
は
縮
小
傾
向
に
あ
る
。

人
、企
業
減 
土
台
強
化
を

　
経
済
セ
ン
サ
ス
活
動
調
査

は
、
日
本
の
全
産
業
分
野
の

売
上
（
収
入
）
金
額
や
、
費

用
な
ど
の
経
理
項
目
を
同
一

時
点
で
網
羅
的
に
把
握
し
、

事
業
所
・
企
業
の
経
済
活
動

を
明
ら
か
に
し
、
か
つ
母
種

団
の
情
報
を
得
る
こ
と
目
的

に
し
た
調
査
。
全
国
全
て
の

事
業
所
・
企
業
を
対
象
と

し
、
経
済
産
業
省
が
５
年
周

期
で
実
施
し
て
い
る
。

　
同
調
査
に
よ
る
と
、
２
０

２
０
年
の
日
本
産
業
全
体
の

売
上
高
（
収
入
金
額
）
は
１

７
０
２
兆
２
０
１
億
円
、
純

付
加
価
値
額
（
純
付
加
価
値

額
＝
売
上
高
―
費
用
総
額
＋

給
与
総
額
＋
租
税
公
課
）
は

３
３
７
兆
１
４
３
７
億
円
。

こ
の
う
ち
製
造
業
は
３
９
０

兆
９
９
３
４
億
３
５
０
０
万

円
で
日
本
産
業
全
体
の
23
・

０
％
を
占
め
、
純
付
加
価
値

額
も
65
兆
１
５
４
３
億
３
４

０
０
万
円
で
19
・
３
％
を
占

め
た
。

　
ま
た
２
０
２
１
年
６
月
１

日
時
点
の
日
本
国
内
の
企
業

数
は
３
６
７
万
４
０
０
０
社

あ
り
、
事
業
所
数
は
５
０
７

万
９
０
０
０
カ
所
、
従
業
者

数
は
５
７
４
５
万
８
０
０
０

人
。
こ
の
う
ち
製
造
業
の
企

業
は
34
万
64
社
で
全
産
業
の

９
・
３
％
を
占
め
、
事
業
所

数
は
41
万
８
６
４
カ
所
（
８

・
１
％
）
、
従
業
者
数
は
８

８
６
万
６
６
１
５
人
（
15
・

４
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

　
企
業
数
で
は
、
卸
売
業
・

小
売
業
の
73
万
９
８
３
７
社

（
20
・
１
％
）
、
建
設
業
の

42
万
４
２
９
０
社
（
11
・
５

％
）
、
宿
泊
業
・
飲
食
サ
ー

ビ
ス
業
の
42
万
２
９
０
８
社

（
11
・
５
％
）
に
次
い
で
４

番
目
に
大
き
く
、
事
業
所
数

で
は
卸
売
業
・
小
売
業
の
１

２
０
万
５
０
７
カ
所
（
23
・

６
％
）
、
宿
泊
業
・
飲
食
サ

ー
ビ
ス
業
の
57
万
８
３
４
２

社
（
11
・
４
％
）
、
建
設
業

の
48
万
３
６
４
９
カ
所
（
９

・
５
％
）
、
医
療
・
福
祉
の

45
万
９
６
５
６
カ
所
（
９
・

１
％
）
に
次
ぐ
５
番
目
。
従

業
者
数
は
卸
売
業
・
小
売
業

の
１
１
４
７
万
６
９
４
７
人

（
20
・
０
％
）
に
次
ぐ
２ 

番
目
の
規
模
と
な
っ
て
い

る
。

　
一
方
で
こ
れ
ま
で
の
推
移

を
見
る
と
、
売
上
高
・
純
付

加
価
値
額
は
増
加
傾
向
に
あ

る
が
、
企
業
数
・
事
業
所
数

・
従
業
者
数
は
減
少
を
続
け

て
い
る
。
好
意
的
に
捉
え
れ

ば
、
無
駄
を
減
ら
し
て
利
益

を
出
せ
る
体
質
に
変
わ
っ
て

き
て
い
る
と
い
う
見
方
が
で

き
る
が
、
製
造
業
を
支
え
る

人
と
企
業
が
減
っ
て
基
盤
が

揺
ら
い
で
い
る
の
は
確
か
。

製
造
業
全
体
と
し
て
Ｄ
Ｘ
等

で
効
率
化
を
進
め
つ
つ
、
人

を
増
や
す
・
起
業
を
促
す
こ

と
で
土
台
を
強
化
す
る
必
要

が
あ
る
。

新
生
産
ラ
イ
ン
稼
働

光
電
セ
ン
サ

向
け
Ｌ
Ｅ
Ｄ

月
産
200
万
個
へ

大同特殊鋼

「
横
河
デ
ジ
タ
ル
」設
立

Ｏ
Ｔ
と
Ｉ
Ｔ
融
合

Ｄ
Ｘ
を
支
援

横河電機

新
社
長
に

日
比
野
氏ＥＣ

Ａ
Ｄ日比野新社長

　
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｄ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
ズ
は
、
６
月
23
日
付
で
新

代
表
取
締
役
社
長
と
し
て
日

比
野
徹
氏
が
就
任
し
た
。

　
日
比
野
氏
は
１
９
５
９
年

生
ま
れ
の
63
歳
。
１
９
８
１

年
に
日
東
工
業
入
社
し
、
２

０
１
４
年
に
執
行
役
員
情
報

シ
ス
テ
ム
部
長
、
18
年
に
キ

ャ
ド
テ
ッ
ク
代
表
取
締
役
社

長
、
19
年
に
日
東
工
業
生
産

管
理
部
を
経
て
、
22
年
４
月

に
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｄ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
ズ
取
締
役
に
就
任
。

　
大
同
特
殊
鋼
は
、
名
古
屋

市
南
区
の
滝
春
テ
ク
ノ
セ
ン

タ
ー
（
滝
春
町
９
）
内
の
電

子
デ
バ
イ
ス
工
場
に
、
４
イ

ン
チ
ウ
エ
ハ
対
応
の
点
光
源

Ｌ
Ｅ
Ｄ
「
ス
タ
ー
Ｌ
Ｅ
Ｄ
」

＝
写
真
＝
新
生
産
ラ
イ
ン
を

設
け
、
６
月
か
ら
本
格
稼
働

を
開
始
し
た
。

　
点
光
源
Ｌ
Ｅ
Ｄ
は
、
高
精

度
制
御
が
求
め
ら
れ
る
産
業

用
ロ
ボ
ッ
ト
、
工
作
機
械
、

半
導
体
製
造
装
置
、
電
子
部

品
実
装
機
な
ど
に
搭
載
さ
れ

る
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
の
位
置
や

速
度
を
制
御
す
る
光
学
式
エ

ン
コ
ー
ダ
や
、
高
精
度
が
要

求
さ
れ
る
特
殊
な
光
電
セ
ン

サ
な
ど
で
広
く
使
わ
れ
、
需

要
も
拡
大
し
て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
同
社
は
、
新

た
に
生
産
ラ
イ
ン
を
設
置
し

て
生
産
能
力
を
従
来
の
約
２

倍
と
な
る
月
産
２
０
０
万
個

に
引
き
上
げ
、
ま
た
最
新
設

備
に
よ
っ
て
高
品
質
な
Ｌ
Ｅ

Ｄ
の
供
給
要
望
に
も
対
応
で

き
る
よ
う
に
し
た
。

　
横
河
電
機
は
、
製
造
業
の

顧
客
の
経
営
か
ら
現
場
ま
で

を
見
渡
し
た
経
営
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
事
業
を

展
開
す
る
新
会
社
「
横
河
デ

ジ
タ
ル
」
（
東
京
都
武
蔵
野

市
中
町
２
―
９
―
32
、
鹿
子

木
宏
明
社
長
、
資
本
金
１
億

円
）
を
、
２
０
２
２
年
７
月

１
日
付
で
設
立
し
た
。

　
横
河
デ
ジ
タ
ル
は
、
Ｏ
Ｔ

（
運
用
・
制
御
技
術
）
と
Ｉ

Ｔ
（
情
報
技
術
）
の
双
方
の

領
域
で
の
知
見
や
ノ
ウ
ハ
ウ

を
生
か
し
て
、
コ
ン
サ
ル
テ

ー
シ
ョ
ン
の
み
な
ら
ず
、
製

造
業
の
経
営
と
現
場
を
つ
な

ぐ
ク
ラ
ウ
ド
関
連
シ
ス
テ
ム

の
実
装
、
運
用
・
保
守
ま
で

の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
顧

客
の
操
業
を
グ
ロ
ー
バ
ル
で

統
合
管
理
す
る
こ
と
を
可
能

に
し
た
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）
を
支
援
す
る
。

　
営
業
開
始
は
10
月
１
日
か

ら
。

　
世
界
の
製
造
業
は
、
各
企

業
の
強
み
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
を
強
化
し
つ
つ
、
持
続
可

能
性
を
意
識
し
た
経
営
に
取

り
組
む
変
革
で
あ
る
Ｓ
Ｘ

（
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

を
進
め
て
お
り
、
こ
の
実
現

に
は
Ａ
Ｉ
の
活
用
を
含
め
た

Ｄ
Ｘ
は
欠
か
せ
な
い
。
し
か

し
現
状
の
Ｄ
Ｘ
は
、
部
分
最

適
に
留
ま
る
ケ
ー
ス
が
多
く

見
受
け
ら
れ
、
よ
り
大
き
な

効
果
を
出
し
て
い
く
た
め
に

は
、
各
地
に
分
散
し
た
工
場

や
オ
フ
ィ
ス
の
さ
ま
ざ
ま
な

シ
ス
テ
ム
や
プ
ロ
セ
ス
を
グ

ロ
ー
バ
ル
で

統
合
管
理

し
、
全
体
で

最
適
化
を
図

る
こ
と
が
必

要
。

　
新
会
社

は
、
こ
の
全

体
最
適
を
実

現
す
る
た

め
、
顧
客
の

経
営
か
ら
現

場
ま
で
の
領

域
で
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
を

提
供
。
実
効

性
の
高
い
施

策
の
立
案
と
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
作
成
、
Ｏ
Ｔ
と
Ｉ
Ｔ
の
知

見
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提
案
を

行
う
。
同
時
に
、
横
河
電
機

の
子
会
社
で
あ
る
横
河
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
と
と

も
に
、
シ
ス
テ
ム
の
実
装
や

運
用
・
保
守
も
行
い
、
顧
客

が
成
果
を
出
せ
る
よ
う
支
援

し
て
い
く
。

　
Ｊ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
と
三
菱
電
機
、

名
菱
テ
ク
ニ
カ
は
、
７
月
１

日
付
で
３
社
合
弁
に
よ
る
工

業
用
ミ
シ
ン
を
取
り
扱
う
新

会
社
「
Ｊ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
テ
ク
ノ
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
」
を
設
立

し
た
。

　
同
社
は
、
Ｊ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
と
三

菱
電
機
が
有
す
る
先
進
技
術

と
製
品
・
シ
ス
テ
ム
の
ラ
イ

ン
ア
ッ
プ
を
融
合
さ
せ
、
自

動
車
分
野
や
ス
ポ
ー
ツ
シ
ュ

ー
ズ
な
ど
を
非
ア
パ
レ
ル
産

業
向
け
に
事
業
を
展
開
し
て

い
く
。
ま
た
三
菱
電
機
グ
ル

ー
プ
が
海
外
で
展
開
す
る
工

業
用
ミ
シ
ン
事
業
は
同
社
が

引
き
継
ぐ
。

JUKI、三菱電機、名菱テクニカ

３社合弁で新会社
工業用
ミシン 非アパレルへ事業展開
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機
と
い
っ
た
電
気
事
業
法
で

定
め
ら
れ
た
電
気
設
備
の
日

常
点
検
、
定
期
的
な
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
・
修
繕
、
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
な
ど
の
計
画
を
立
案
・

実
行
管
理
し
て
い
る
が
、
人

手
不
足
で
業
務
に
支
障
を
き

た
す
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い

る
。

　
そ
れ
に
対
し
同
社
は
、
施

設
管
理
業
務
で
培
っ
た
知
見

を
生
か
し
、
保
安
・
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
を
代
行
す
る
。
電
気

主
任
技
術
者
や
電
気
工
事
施

工
管
理
技
士
な
ど
の
有
資
格

者
が
、
設
備
保
全
の
計
画
立

案
〜
保
安
管
理
〜
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
ま
で
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
代
行
す
る
ほ
か
、
電
気
設

備
を
予
備
で
準
備
・
構
築
し

て
停
電
や
停
止
時
間
を
短
縮

し
て
点
検
・
設
備
の
実
行
な

ど
を
提
供
す
る
。

　
は
じ
め
に
中
国
・
四
国
地

方
の
製
造
業
企
業
に
対
し
て

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
、
全
国

へ
展
開
し
て
い
く
。
今
年
度

中
に
10
社
の
受
注
を
目
指

す
。
　

　
ま
た
筐
体
は
堅
牢
な
ア
ル

ミ
ダ
イ
カ
ス
ト
ハ
ウ
ジ
ン
グ

と
な
り
、
高
い
放
熱
性
、
耐

振
動
・
耐
衝
撃
、
耐
Ｅ
Ｍ

Ｃ
、
最
大
Ｉ
Ｐ
65
の
防
塵
防

水
性
能
な
ど
製
造
現
場
な
ど

厳
し
い
環
境
に
耐
え
る
堅
牢

性
と
安
定
性
を
備
え
て
い

る
。

薬
液
用
マ
ニ
ュ
ア

ル
バ
ル
ブ
新
機
種

Ｃ
Ｋ
Ｄ

　
Ｃ
Ｋ
Ｄ
は
、
薬
液
用
マ
ニ

ュ
ア
ル
バ
ル
ブ
の
ス
タ
ン
ダ

ー
ド
タ
イ
プ
と
な
る
「
Ｍ
Ｍ

Ｄ
※
03
Ｒ
Ｎ
」
＝
写
真
＝
を

追
加
し
た
。

　
従
来
品
か
ら
使
用
圧
力
範

囲
を
０
・
５
Ｍ
Ｐ
ａ
に
拡

大
。
材
質
見
直
し
で
使
用
温

度
範
囲
を
拡
大
し
、
流
体
温

度
１
２
０
℃
ま
で
可
能
と
な

っ
た
。
ま
た
耐
薬
品
性
に
優

れ
た
フ
ッ
素
樹
脂
Ｐ
Ｖ
Ｄ
Ｆ

を
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
に
採
用

し
、
酸
・
ア
ル
カ
リ
問
わ

ず
、
形
番
の
使
い
分
け
無
し

で
幅
広
く
対
応
で
き
る
。

　
締
め
付
け
防
止
機
構
付
き

ハ
ン
ド
ル
を
採
用
し
、
ハ
ン

ド
ル
動
作
に
よ
る
シ
ー
ル
部

の
破
損
リ
ス
ク
を
抑
制
。
ロ

ッ
ク
機
構
・
カ
バ
ー
機
構
で

誤
作
動
を
防
い
で
い
る
。
開

閉
を
防
止
。

ワ
イ
ヤ
レ
ス
通
信
、
Ａ
Ｉ
モ

ジ
ュ
ー
ル
で
機
械
学
習
な

ど
、
用
途
に
応
じ
た
拡
張
機

能
を
追
加
で
き
、
エ
ッ
ジ
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
、
コ
ン
ト
ロ
ー

ラ
、
セ
ン
サ
／
フ
ァ
イ
ル
サ

ー
バ
な
ど
幅
広
い
Ｉ
ｏ
Ｔ
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
対
応
で

き
る
。

　
ハ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
モ
ジ

ュ
ラ
ー
式
産
業
用
コ
ネ
ク
タ

の
新
製
品
「
Ｈ
ａ
ｎ
―
Ｍ
ｏ

ｄ
ｕ
ｌ
ａ
ｒ
　
Ｄ
ｏ
ｍ
ｉ
ｎ

ｏ
」
＝
写
真
＝
を
発
売
す

る
。

　
Ｈ
ａ
ｎ
―
Ｍ
ｏ
ｄ
ｕ
ｌ
ａ

ｒ
は
、
フ
レ
ー
ム
の
中
に
モ

ジ
ュ
ー
ル
を
１
つ
ず
つ
組
み

入
れ
て
構
成
し
、
モ
ジ
ュ
ー

ル
単
位
で
電
力
や
信
号
、
通

信
、
光
、
圧
縮
空
気
な
ど
の

メ
デ
ィ
ア
を
１
つ
の
コ
ネ
ク

タ
に
自
由
に
組
み
合
わ
せ
、

複
数
の
異
な
る
接
続
を
一
元

的
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
角

商
品
は
、製
品
別
で
な
く
、

お
客
様
ご
と
に
造
れ
。

注
文
別
モ
ノ

づ
く
り
の
視
点

急所66

　
世
の
中
で
、
一
人
ひ
と
り

の
お
客
様
に
向
け
て
モ
ノ
づ

く
り
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
は

決
し
て
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
、
製
造
工
程
や
ラ
イ

の
体
形
に
合
わ
せ
た
、
独
自

の
デ
ザ
イ
ン
の
服
を
安
価
に

作
れ
る
準
備
を
し
て
い
て

「
や
が
て
衣
服
は
一
点
物
し

か
存
在
し
な
く
な
る
」
と
主

張
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
４
年
に
出
版
さ
れ

た
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
フ
リ
ン
著

『
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
』
（
ｃ
ｃ

ｃ
メ
デ
ィ
ア
ハ
ウ
ス
）
に
は

「
大
量
生
産
か
ら
、
低
コ
ス

ト
の
『
特
注
量
産
時
代
』

へ
」
と
い
う
サ
ブ
タ
イ
ト
ル

が
付
い
て
い
ま
す
。

　
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
の
時
代

か
ら
ユ
ー
ザ
ー
イ
ン
の
時
代

へ
と
移
行
し
つ
つ
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
既
に
そ
の

傾
向
は
見
え
て
き
て
い
ま

す
。
準
備
を
始
め
ま
し
ょ

う
。

ン
を
見
れ
ば
一
目
瞭
然
で
し

ょ
う
。

　
し
か
し
部
品
で
も
完
成
品

で
も
、
買
っ
て
く
だ
さ
る
会

社
や
人
が
い
る
か
ら
造
ら
れ

る
の
で
す
。
注
文
が
な
い
の

に
造
っ
て
し
ま
え
ば
不
良
在

庫
の
山
と
な
っ
て
会
社
は
倒

産
し
て
し
ま
い
ま
す
。
注
文

が
あ
る
か
ら
造
る
と
い
う
原

点
に
立
て
ば
、
モ
ノ
づ
く
り

は
製
品
別
で
は
な
く
、
お
客

様
ご
と
に
造
る
の
が
当
然
だ

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
例
え
ば
、
お
す
し
屋
の
板

前
さ
ん
が
注
文
ご
と
に
１
つ

ず
つ
握
っ
て
出
す
よ
う
な
モ

ノ
づ
く
り
で
す
。
ク
ル
マ

も
、
車
種
や
色
、
さ
ま
ざ
ま

な
オ
プ
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す

が
、
オ
ー
ダ
ー
ご
と
に
製
造

ラ
イ
ン
を
流
れ
て
新
車
が
納

入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
規
模
の
大
小
で
は
あ

り
ま
せ
ん
、
モ
ノ
づ
く
り
の

強
さ
の
現
れ
だ
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。
３
万
点
の
部
品
が

必
要
な
自
動
車
で
で
き
る
の

で
す
か
ら
他
で
で
き
な
い
理

由
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
11
月
22
日
の
日
本
経
済
新

聞
朝
刊
の｢

ｔ
ｈ
ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｙ

Ｌ
Ｅ
／
Ｆ
ａ
ｓ
ｈ
ｉ
ｏ
ｎ｣

の
ペ
ー
ジ
に
、
デ
ザ
イ
ナ
ー

の
中
里
唯
馬
さ
ん
の
こ
と
が

「
針
も
糸
も
使
わ
な
い
私
の

た
め
の
一
点
物
」
と
い
う
タ

イ
ト
ル
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。
中
里
さ
ん
は
新
素
材
や

新
工
法
を
使
っ
て
個
々
の
人

【
略
歴
】
柿
内
幸
夫
　
１
９
５
１
年
東
京
生
ま
れ
。

（
株
）
柿
内
幸
夫
技
術
士
事
務
所
　
所
長
と
し
て
モ
ノ
づ

く
り
の
改
善
を
通
じ
て
、
世
界
中
で
実
践
し
て
い
る
。
日

本
経
団
連
の
研
修
講
師
も
務
め
る
。
経
済
産
業
省
先
進
技

術
マ
イ
ス
タ
ー
（
平
成
29
年
度
）
、
柿
内
幸
夫
技
術
士
事

務
所
所
長
　
改
善
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
工
学
博
士
　
技
術

士
（
経
営
工
学
）
、
多
摩
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
客
員

教
授
、
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
（
Ｋ

Ｂ
Ｓ
）
特
別
招
聘
教
授
（
２
０
１
１
〜
２
０
１
６
）
、
静

岡
大
学
客
員
教
授
。
著
書
「
カ
イ
ゼ
ン
４
・
０
―
ス
タ
ン

フ
ォ
ー
ド
発
　
企
業
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
」、

「
儲
か
る
メ
ー
カ
ー
　
改
善
の
急
所
〈
１
０
１
項
〉
」
、

「
ち
ょ
こ
っ
と
改
善
が
企
業
を
変
え
る
：
大
き
な
変
革
を

実
現
す
る
42
の
ヒ
ン
ト
」
な
ど
。

一
般
社
団
法
人
日
本
カ
イ
ゼ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
改
善
の
実
行
を
通
じ
て
日
本
を
さ
ら
に
良
く
す
る
こ
と
を

目
指
し
、
２
０
１
９
年
６
月
に
設
立
。
企
業
間
ビ
ジ
ネ
ス
の

マ
ッ
チ
ン
グ
か
ら
問
題
・
課
題
へ
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提

供
、
新
た
な
技
術
や
素
材
へ
の
情

報
提
供
、
そ
れ
ら
の
基
礎
と
な
る

企
業
間
の
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
な

ど
勉
強
会
、
セ
ミ
ナ
ー
・
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
工
場
見
学
会
、
公
開

カ
イ
ゼ
ン
指
導
会
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。

■
詳
細
・
入
会
は
こ
ち
ら

h
ttp

s
://w

w
w

・

kaizenproject

・jp/

�101
項

日本カイゼンプロジェクト
会長　　柿内幸夫

儲かるメーカー
改善の急所 新

製
品
・
サ
ー
ビ
ス

産
業
用
ラ
ズ
パ
イ
進
化

　

高
性
能
Ｃ
Ｐ
Ｕ
＋
大
容
量
メ
モ
リ

　
ハ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
最
新
の
組
み
込
み
用
Ｒ
ａ
ｓ
ｐ
ｂ
ｅ
ｒ
ｒ
ｙ
　
Ｐ
ｉ

　
Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ｕ
ｔ
ｅ
　
Ｍ
ｏ
ｄ
ｕ
ｌ
ｅ
４
を
搭
載
し
た
産
業
用
ラ
ズ
ベ
リ
ー

パ
イ
「
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ａ
―
Ｒ
４
」
を
発
売
し
た
。
従
来
モ
デ
ル
に
比
べ
、
よ
り
高

性
能
な
プ
ロ
セ
ッ
サ
、
最
大
８
Ｇ
Ｂ
の
メ
モ
リ
、
新
た
に
Ｍ
・
２
ス
ロ
ッ
ト

に
よ
る
内
蔵
ワ
イ
ヤ
レ
ス
機
能
や
ス
ト
レ
ー
ジ
等
の
多
様
な
拡
張
機
能
に
対

応
し
た
。

ハーティング

産業用ラズベリーパイ「MICA-R4」

電
気
設
備
の
保
安
代
行

　
中
四
国
地
方 

製
造
業
向
け

　
同
製
品
は
、
産
業
用
途
で

長
期
稼
働
が
可
能
な
ラ
ズ
ベ

リ
ー
パ
イ
搭
載
の
小
型
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
。
従
来
モ
デ
ル
で

は
画
像
や
動
画
な
ど
の
大
容

量
デ
ー
タ
処
理
、
Ａ
Ｉ
活

用
、
高
速
通
信
等
は
難
し
か

っ
た
が
、
新
製
品
は
、
高
性

能
コ
ア
Ｃ
ｏ
ｒ
ｔ
ｅ
ｘ
―
Ａ

72
プ
ロ
セ
ッ
サ
採
用
の
Ｒ
ａ

ｓ
ｐ
ｂ
ｅ
ｒ
ｒ
ｙ
　
Ｐ
ｉ
　

Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ｕ
ｔ
ｅ
　
Ｍ
ｏ
ｄ

ｕ
ｌ
ｅ
４
で
処
理
能
力
が
大

幅
に
向
上
し
、
よ
り
高
度
な

処
理
が
求
め
ら
れ
る
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
も
対
応
可

能
。
Ｒ
Ａ
Ｍ
は
１
Ｇ
Ｂ
か
ら

最
大
８
Ｇ
Ｂ
ま
で
選
択
で

き
、
画
像
処
理
や
Ａ
Ｉ
解
析

な
ど
の
演
算
も
実
行
で
き

る
。
通
信
は
１
０
０
Ｍ
ｂ
ｐ

ｓ
イ
ー
サ
ネ
ッ
ト
に
加
え
、

ギ
ガ
ビ
ッ
ト
イ
ー
サ
ネ
ッ
ト

に
も
対
応
。
Ｍ
・
２
ス
ロ
ッ

ト
は
多
様
な
拡
張
モ
ジ
ュ
ー

ル
に
対
応
し
、
Ｎ
Ｖ
Ｍ
ｅ
で

大
容
量
の
デ
ー
タ
蓄
積
、
Ｗ

Ｗ
Ａ
Ｎ
モ
ジ
ュ
ー
ル
で
内
蔵

　
ジ
ェ
イ
テ
ク
ト
は
、
Ｊ
Ｔ

Ｅ
Ｋ
Ｔ
ブ
ラ
ン
ド
の
横
形
マ

シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
「
Ｆ
Ｈ
５

０
０
０
シ
リ
ー
ズ
」
を
発
売

し
た
。

　
同
製
品
は
、
「
価
格
を
削

れ
、
品
質
は
削
る
な
。
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
高
機
能
・

高
信
頼
性
な
が
ら
良
質
廉
価

を
実
現
し
た
Ｊ
Ｔ
Ｅ
Ｋ
Ｔ
ブ

ラ
ン
ド
初
の
横
形
マ
シ
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
。
自
動
車
業
界
で

磨
い
て
き
た
生
産
性
に
よ

り
、
圧
倒
的
な
切
削
性
と
ク

ラ
ス
最
速
の
ス
ピ
ー
ド
で
従

来
比
切
削
量
１
・
２
倍
、
生

産
性
13
％
向
上
を
実
現
。
変

形
、
熱
変
位
を
低
減
し
、
変

位
量
８
μ
ｍ
／
外
気
温
20
℃

変
化
を
実
現
し
た
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
初
心
者
、
熟
練

者
で
も
豊
富
な
支
援
機
能
で

快
適
な
段
取
り
作
業
を
提
供

し
、
テ
ス
ト
ピ
ー
ス
使
用
数

を
80
％
低
減
。

　
さ
ら
に
、
自
社
製
主
軸
用

軸
受
ハ
イ
ア
ビ
リ
ー
を
搭
載

し
、
高
速
主
軸
に
グ
リ
ス
潤

滑
方
式
を
採
用
。
主
軸
エ
ア

消
費
量
80
％
削
減
し
た
ほ

か
、
オ
プ
シ
ョ
ン
の
イ
ン
バ

ー
タ
制
御
搭
載
の
省
エ
ネ
油

圧
ユ
ニ
ッ
ト
で
消
費
電
力
35

％
低
減
が
可
能
と
な
る
な

ど
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
に
も
貢
献
す
る
。 横形マシニングセンタ 

「FH5000シリーズ」 

ジ
ェ
イ
テ
ク
ト
　
横
形
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ

生
産
性
高
め
良
質
廉
価

型
産
業
用
コ
ネ
ク
タ
Ｈ
ａ
ｎ

シ
リ
ー
ズ
用
の
モ
ジ
ュ
ラ
ー

型
コ
ネ
ク
タ
シ
ス
テ
ム
。

　
新
製
品
は
、
既
存
モ
ジ
ュ

ー
ル
の
半
分
の
サ
イ
ズ
の
キ

ュ
ー
ブ
を
２
つ
組
み
合
わ
せ

て
１
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
構
成
す

る
も
の
で
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ

ー
ス
を
細
分
化
で
き
、
柔
軟

性
を
大
幅
に
向
上
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。
キ
ュ
ー
ブ
は

電
力
、
信
号
、
デ
ー
タ
や
圧

縮
空
気
な
ど
を
用
意
し
て
い

る
。

　
既
存
の
Ｈ
ａ
ｎ
―
Ｍ
ｏ
ｄ

ｕ
ｌ
ａ
ｒ
部
品
と
互
換
性
が

あ
り
、
既
存
の
フ
レ
ー
ム
に

既
存
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
と
組
み

合
わ
せ
て
使
う
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
ス
ペ
ー
ス
を
増
や

さ
ず
構
成
を
細
分
化
し
て
接

続
を
追
加
で
き
、
構
成
の
変

更
や
拡
張
も
容
易
に
行
う
こ

と
が
で
き
る
。
ロ
ッ
キ
ン
グ

レ
バ
ー
を
備
え
た
、
防
塵
防

水
の
堅
牢
な
Ｈ
ａ
ｎ
ハ
ウ
ジ

ン
グ
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

で
設
置
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を

容
易
に
し
、
省
ス
ペ
ー
ス
で

厳
し
い
環
境
に
も
耐
え
る
柔

軟
な
接
続
を
可
能
と
す
る
。

　
フ
ァ
ナ
ッ
ク
は
、
パ
ラ
レ

ル
リ
ン
ク
ロ
ボ
ッ
ト
「
ゲ
ン

コ
ツ
ロ
ボ
ッ
ト
」
の
最
新
モ

デ
ル
と
し
て
、
オ
ー
ル
ス
テ

ン
レ
ス
で
食
品
生
産
現
場
に

最
適
な
「
Ｄ
Ｒ
―
３
ｉ
Ｂ
／

６
　
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｌ
Ｅ
Ｓ

Ｓ
」
＝
写
真
＝
を
発
売
開
始

　
Ｎ
Ｅ
Ｃ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー

ズ
は
、
中
国
・
四
国
地
方
の

製
造
業
を
対
象
に
、
受
変
電

設
備
、
配
電
設
備
、
発
電
機

な
ど
工
場
の
電
気
設
備
に
関

す
る
保
安
管
理
と
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
代
行
す
る
サ
ー
ビ
ス

を
開
始
し
た
＝
写
真
。

　
一
般
的
に
工
場
で
は
、
有

資
格
者
（
電
気
主
任
技
術

者
）
が
中
心
と
な
り
、
受
変

電
設
備
、
配
電
設
備
、
発
電

モ
ジ
ュ
ラ
ー
式
産
業
用
コ
ネ
ク
タ

細
分
化
し
た
構
成
が
可
能

し
た
。

　
同
製
品
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
本

体
外
表
に
露
出
し
た
金
属
部

分
を
す
べ
て
耐
食
性
に
優
れ

た
ス
テ
ン
レ
ス
で
構
成
し
た

オ
ー
ル
ス
テ
ン
レ
ス
の
パ
ラ

レ
ル
リ
ン
ク
ロ
ボ
ッ
ト
。
凹

凸
の
少
な
い
滑
ら
か
な
デ
ザ

イ
ン
で
汚
れ
が
つ
き
に
く

く
、
清
掃
し
や
す
い
構
造
に

な
っ
て
い
る
。
洗
浄
後
に
液

剤
が
表
面
に
た
ま
る
箇
所
が

な
く
、
流
れ
落
ち
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
金
属
部
品
同

士
の
接
合
部
に
は
フ
ッ
素
ゴ

ム
な
ど
の
ガ
ス
ケ
ッ
ト
を
付

け
、
隙
間
に
汚
れ
や
菌
が
た

ま
っ
て
繁
殖
す
る
の
を
防
い

で
い
る
。

　
可
搬
重
量
は
６
㌔
㌘
で
、

動
作
範
囲
は
φ
１
２
０
０
㍉

㍍
。
Ｉ
Ｐ
69
Ｋ
の

防
水
・
防
塵
性
能

を
標
準
で
備
え
、

ス
チ
ー
ム
洗
浄
も

可
能
。

　
８
月
か
ら
出
荷

開
始
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
る
。

空
気
循
環
式
紫
外

線
清
浄
機
を
発
売

星
和
電
機

　
星
和
電
機
は
、
除
菌
・
衛

生
関
連
市
場
向
け
に
フ
ァ
ン

で
吸
気
し
て
紫
外
線
で
空
間

除
菌
す
る
「
空
気
循
環
式
紫

外
線
清
浄
機
」を
発
売
し
た
。

　
同
製
品
は
、
室
内
の
空
気

を
フ
ァ
ン
で
循
環
さ
せ
な
が

ら
浮
遊
す
る
細
菌
を
除
菌

し
、
殺
菌
効
果
が
高
い
紫
外

線
の
波
長
を
安
心
・
安
全
に

使
用
し
て
空
間
除
菌
で
き
る

製
品
、
除
菌
効
果
は
、
約
30

平
方
㍍
に
対
し
て
約
３
時
間

で
90
％
除
菌
、
約
６
時
間
で

99
％
除
菌
が
可
能
。
ま
た
殺

菌
効
果
の
高
い
紫
外
線
殺
菌

ラ
ン
プ
は
人
体
や
什
器
備
品

な
ど
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
の

で
、
常
時
人
の
い
る
場
所
で

は
使
え
な
い
が
、
同
製
品
は

紫
外
線
を
器
具
外
に
放
射
さ

せ
な
い
た
め
、
人
が
い
る
場

所
で
も
連
続
除
菌
運
転
が
可

能
。
ま
た
紫
外
線
に
弱
い
樹

脂
や
塗
料
に
も
影
響
を
与
え

ず
、
安
心
安
全
に
使
う
こ
と

が
で
き
る
。

　
消
費
電
力
は
40
Ｗ
で
省
エ

ネ
、経
済
的
と
な
っ
て
い
る
。

NECファシ

フ
ァ
ナ
ッ
ク
　
パ
ラ
レ
ル
リ
ン
ク
ロ
ボ
ッ
ト

食
品
現
場
に
最
適
な
衛
生
仕
様

　
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
Ａ
（
シ
ナ
ノ
ケ
ン
シ
）
は
、
電

動
３
爪
ロ
ボ
ッ
ト
ハ
ン
ド
の
新
機
能
と
な
る

「
オ
ー
ト
グ
リ
ッ
プ
機
能
」
＝
写
真
＝
を
開
発

し
た
。
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
フ
ァ
ー
ム
ウ
エ
ア

を
変
更
し
、
２
０
２
３
年
２
月
ま
で
に
販
売
す

る
ロ
ボ
ッ
ト
ハ
ン
ド
全
機
種
に
は
オ
ー
ト
グ
リ

ッ
プ
機
能
が
搭

載
さ
れ
た
も
の

を
手
に
入
れ
る

こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
。

　
新
機
能
は
、

１
つ
の
動
作
指

令
で
異
な
る
種

類
の
複
数
の
ワ

ー
ク
を
つ
ぶ
さ

ず
に
つ
か
む
こ

と
が
で
き
る
も
の
で
、
こ
れ
を
使
う
こ
と
で
硬

さ
や
大
き
さ
、
形
状
が
違
う
把
持
対
象
ワ
ー
ク

を
１
つ
の
設
定
で
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

個
別
設
定
の
手
間
が
な
く
な
る
こ
と
に
加
え
、

ワ
ー
ク
識
別
の
た
め
の
カ
メ
ラ
や
セ
ン
サ
等
の

追
加
設
備
も
不
要
に
な
り
、
コ
ス
ト
削
減
に
も

つ
な
が
る
。

　
ま
た
こ
れ
に
と
も
な
い
、
オ
ー
ト
グ
リ
ッ
プ

機
能
搭
載
製
品
の
無
償
貸
し
出
し
を
開
始
す

る
。

ＡＳＰＩＮＡ ロボットハンドにオートグリップ

空
気
循
環
式
紫
外
線
清
浄
機



（3）　　　２０２２年（令和４年）７月６日

■ 立花エレテック、7月13日オンラインセミ
ナー「環境センシングならおまかせくださ
い」

　立花エレテックは、7月13日13時からオン
ラインセミナー「環境センシングなら おま
かせください！　ルネサスセンシング技術と

　センサ導入ツール　これ　え～がな

「EGNA」のご紹介」を開催する。
　ルネサスが展開する各種センサ製品を、わ

かりやすく紹介し、各種センシングを検討さ

れている方には必見。後半は、同社が開発し

たセンサ導入ツール「EGNA」の紹介と実
演を行う。

■ 横河電機、7月14日無料ウェビナー「設備
保全のDX化　効率的な巡回点検」

　横河電機は、7月14日15時～無料ウェビナ
ー「設備保全のDX化 ～Sushi Sensorによる
効率的な巡回点検の実現～」を開催する。

　工場・プラントの運用・保守の現場では、

設備の突発故障が運営に大きな影響を及ぼす

可能性があり、未然に防止するための巡回点

検の効率化が求められている。それに対し同

社のSushi Sensorはその特徴的なIoT技術に
より、さまざまな現場で活用されており、効

率的な巡回点検を実現することで設備の稼働

率向上に貢献しており、その運用と活用方法

を紹介する。

■ リタール、7月20日オンラインセミナー
「3D制御盤 制御盤小型化への挑戦！」

　リタールは、7月20日13時半からオンライ
ンセミナー「3D制御盤 制御盤小型化への挑
戦！～合理的かつシンプルな設計・製造工程

～」を開催する。

　制御盤製造では設計変更や調達・短納期、

レイアウト、熱対策、メンテナンス、組織な

どさまざまな壁があるが、一方で「方法」

「使うモノ」「考え方」を変えることで、設

計・製造の工程が驚くほどシンプルにするこ

とができ、そのヒントとなる新たな制御盤の

姿となる「3D制御盤」について解説する。

イベントセミナー情報

新
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

の
も
の
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
の

有
力
コ
ネ
ク
タ
メ
ー
カ
ー
２

社
の
技
術
を
結
集
さ
せ
る
た

め
の
も
の
と
な
る
。

　
Ｉ
Ｅ
Ｃ
６
３
１
７
１
―
７

規
格
は
、
Ｍ
12
サ
イ
ズ
の
Ｓ

Ｐ
Ｅ
と
パ
ワ
ー
コ
ン
タ
ク
ト

の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
イ
ス
を
規
定
し
て
い

る
。
さ
ま
ざ
ま
な
ア
プ
リ
ケ

ー
シ
ョ
ン
向
け
の
７
つ
の
コ

ー
デ
ィ
ン
グ
が
設
定
さ
れ
、

８
〜
16
Ａ
、
50
〜
６
０
０
Ｖ

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
範
囲
を

カ
バ
ー
し
て
い
る
。
現
在
の

Ｐ
ｏ
Ｄ
Ｌ
（
Ｐ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ
　

ｏ
ｖ
ｅ
ｒ
　
Ｄ
ａ
ｔ
ａ
　
Ｌ

ｉ
ｎ
ｅ
）
コ
ン
セ
プ
ト
が
デ

バ
イ
ス
レ
ベ
ル
で
50
Ｗ
に
制

限
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、

Ｓ
Ｐ
Ｅ
　
Ｍ
12
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
コ
ネ
ク
タ
は
Ｉ
Ｉ
ｏ
Ｔ
デ

バ
イ
ス
、
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ

ム
、
サ
ー
ボ
ド
ラ
イ
ブ
、
小

型
三
相
ド
ラ
イ
ブ
な
ど
の
ハ

イ
パ
ワ
ー
用
途
に
も
対
応
す

る
。

　
Ｍ
12
コ
ネ
ク
タ
は
、
Ｉ
Ｅ

Ｃ
６
３
１
７
１
―
７
規
格
で

規
定
さ
れ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

形
式
に
準
拠
し
、
Ｉ
Ｅ
Ｃ
で

の
標
準
化
は
２
０
２
１
年
初

頭
に
Ｔ
Ｅ
の
主
導
で
開
始
さ

れ
た
。
今
回
の
合
意
は
、
産

業
分
野
に
お
け
る
Ｓ
Ｐ
Ｅ
の

市
場
導
入
を
促
進
す
る
た
め

　
フ
エ
ニ
ッ
ク
ス
・
コ
ン
タ

ク
ト
と
Ｔ
Ｅ
コ
ネ
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
は
、
新
た
な
シ
ン
グ
ル

ペ
ア
イ
ー
サ
ネ
ッ
ト
（
Ｓ
Ｐ

Ｅ
）
Ｍ
12
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
接

続
技
術
の
共
同
開
発
を
行
う

こ
と
で
合
意
し
た
。

フエニックス・コンタクト、ＴＥ

ＳＰＥ技術を共同開発

く
食
品
産
業

界
に
周
知

し
、
食
品
産

業
界
に
お
け

る
生
産
性
向

上
や
省
人
化

等
の
課
題
を

解
決
す
る
こ

と
を
目
的
に

創
設
さ
れ
た

も
の
。
今
回

は
出
展
８
７

　
オ
プ
テ
ッ
ク
ス
・
エ
フ
エ

ー
の
印
字
検
査
用
画
像
セ
ン

サ
「
Ｇ
Ｖ
Ｓ
―
Ｏ
Ｃ
Ｒ
シ
リ

ー
ズ
」
＝
写
真
＝
が
、
「
第

１
回
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
Ａ
ア
ワ
ー
ド

審
査
委
員
会
賞
」
を
受
賞
し

た
。

　
同
製
品
は
、
印
字
不
良
を

未
然
に
防
止
す
る
機
能
の
ほ

か
、
専
用
の
設
定
ソ
フ
ト
な

し
で
使
う
こ
と
が
で
き
、
リ

モ
ー
ト
操
作
で
フ
ォ
ー
カ
ス

調
整
が
で
き
た
り
、
簡
単
テ

ィ
ー
チ
ン
グ
で
使
い
始
め
る

こ
と
が
で
き
、
ト
レ
ー
サ
ビ

リ
テ
ィ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

な
ど
、
食
品
業
界
の
生
産
課

題
の
解
決
に
適
し
た
印
字
検

査
機
と
な
る
。

　
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
Ａ
ア
ワ
ー
ド
は

食
品
機
械
の
技
術
研
究
・
開

発
の
促
進
お
よ
び
そ
の
技
術

の
普
及
を
図
る
た
め
に
、
優

秀
な
食
品
機
械
・
装
置
を
広

４
社
か
ら
37
製
品
の
応
募
が

あ
っ
た
。

創
立
20
周
年
で

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
オ
プ
テ
ッ
ク
ス
・
エ
フ
エ

ー
は
、
会
社
創
立
20
周
年
謝

恩
企
画
と
し
て
、
印
字
検
査

用
画
像
セ
ン
サ
「
Ｇ
Ｖ
Ｓ
―

Ｏ
Ｃ
Ｒ
シ
リ
ー
ズ
」
を
お
得

に
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き

る
「
印
字
検
査
セ
ッ
ト
割
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
て

い
る
。

　
カ
メ
ラ
１
台
と
モ
ニ
タ
、

電
源
ケ
ー
ブ
ル
、
モ
ニ
タ
通

信
ケ
ー
ブ
ル
が
セ
ッ
ト
に
な

っ
て
29
万
八
千
円
＋
１
万
ポ

イ
ン
ト
で
購
入
可
能
。
ま
た

カ
メ
ラ
３
台
セ
ッ
ト
の
場
合

は
75
万
円
、
５
台
セ
ッ
ト
は

１
０
０
万
円
と
な
っ
て
い

る
。

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
は
２

０
２
２
年
９
月
30
日
ま
で
。

Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
Ａ
ア
ワ
ー
ド
受
賞

製
品
サ
イ
ト
開
設
カ
ナ
デ
ン

オ
プ
テ
ッ
ク
ス
・
エ
フ
エ
ー

Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
Ａ
出
展
レ
ポ

ー
ト

公
開

　
オ
プ
テ
ッ
ク
ス
・
エ
フ
エ

ー
は
、
６
月
６
日
か
ら
９
日

ま
で
行
わ
れ
た
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
Ａ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
２
０
２
２
に
つ

い
て
、
同
社
の
出
展
内
容
を

紹
介
す
る
展
示
会
レ
ポ
ー
ト

を
公
開
し
た
。
ブ
ー
ス
の
様

子
を
３
Ｄ
で
再
現
し
た
バ
ー

チ
ャ
ル
ブ
ー
ス
で
実
際
の
展

示
内
容
を
見
ら
れ
る
ほ
か
、

会
期
中
の
様
子
な
ど
を
写
真

を
交
え
て
紹
介
し
て
い
る
。

エ
ネ
マ
ネ
事
業
者

９
年
連
続
で
採
択
アズビル

　
ア
ズ
ビ
ル
は
、
同
社
を
幹

事
社
と
す
る
12
社
と
コ
ン
ソ

ー
シ
ア
ム
を
構
成
し
、
経
済

産
業
省
が
行
っ
た
２
０
２
２

年
度
「
先
進
的
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
投
資
促
進
支
援
事
業
費
補

助
金
（
エ
ネ
マ
ネ
事
業
）
」

に
係
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
支

援
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
（
エ
ネ

マ
ネ
事
業
者
）
に
採
択
さ
れ

た
。
エ
ネ
マ
ネ
事
業
者
に
採

択
さ
れ
る
の
は
９
年
連
続
。

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
構
成
企
業

は
、
日
本
電
技
、
東
テ
ク
、

オ
ー
テ
ッ
ク
、
裕
幸
計
装
、

千
代
田
計
装
、
ヤ
シ
マ
工

業
、
フ
ィ
ッ
ト
電
装
、
ニ
シ

テ
ッ
ク
、
東
洋
シ
ス
テ
ム
、

東
都
計
装
、
シ
ス
テ
ム
計

装
。自

社
サ
イ
ト
に

コ
ラ
ム
を
掲
載

北
陽
電
機

　
北
陽
電
機
は
、
同
社
サ
イ

ト
に
「
Ｌ
ｉ
Ｄ
Ａ
Ｒ
の
用
途

と
応
用
　
自
動
運
転
だ
け
じ

ゃ
な
い
！
　
そ
の
活
用
方
法

と
は
」
コ
ラ
ム
を
公
開
し

た
。
Ｌ
ｉ
Ｄ
Ａ
Ｒ
は
環
境
認

識
や
障
害
物
検
知
以
外
で
も

さ
ま
ざ
ま
な
用
途
で
活
用
さ

れ
て
お
り
、
そ
れ
を
事
例
を

交
え
て
紹
介
し
て
い
る
。

Ｌ
ｉ
Ｄ
Ａ
Ｒ
の
用
途
を
活
用
事
例
を
交
え
て
紹
介

カ
ス
タ
マ
ー
Ｃ
機
能
強
化

組

織

再
構
成

設
備
の
安
定
稼
働
支
援

明電舎

　
同
社
は
２
０
０
３
年
に
カ

ス
タ
マ
ー
セ
ン
タ
ー
を
静
岡

・
沼
津
事
業
所
内
に
設
立

し
、
24
時
間
３
６
５
日
オ
ペ

レ
ー
タ
常
駐
に
よ
る
お
客
さ

ま
サ
ー
ビ
ス
の
窓
口
と
し

て
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
業
務

（
納
入
設
備
の
障
害
受
付
、

各
種
の
お
問
い
合
わ
せ
対
応

な
ど
）
や
無
停
電
電
源
装

置
、
受
変
電
設
備
、
コ
ー
ジ

ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム

等
の
リ
モ
ー
ト
監
視
、
風
力

発
電
設
備
の
運
転
支
援
、
Ｃ

Ｓ
活
動
（
お
客
さ
ま
満
足
度

の
向
上
）
の
推
進
、
障
害
情

報
管
理
な
ど
の
業
務
を
行
っ

て
き
た
。
今
回
は
こ
れ
に
加

え
て
、
水
力
・
太
陽
光
・
風

力
な
ど
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
製
品
、
受
変
電
設
備
、
移

動
電
源
車
な
ど
と
カ
ス
タ
マ

ー
セ
ン
タ
ー
を
つ
な
げ
、
リ

モ
ー
ト
で
設
備
の
稼
働
状
況

を
24
時
間
３
６
５
日
監
視

し
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
部
門
や

工
場
と
連
携
す
る
こ
と
で
お

客
さ
ま
設
備
の
安
定
稼
働
を

支
援
す
る
。

◆
リ
モ
ー
ト
監
視
・
運
転
支

援
業
務
の
拡
大

　
ま
た
監
視
業
務
の
拡
大
に

よ
り
蓄
積
さ
れ
る
豊
富
な
デ

ー
タ
と
カ
ス
タ
マ
ー
セ
ン
タ

ー
に
集
ま
る
お
客
さ
ま
情

報
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
部
門
の

点
検
情
報
な
ど
を
連
携
さ

せ
、
そ
れ
ら
の
情
報
を
関
連

部
門
と
協
力
し
て
分
析
・
評

価
し
、
当
社
グ
ル
ー
プ
内
へ

配
信
・
共
有
す
る
こ
と
で
、

お
客
さ
ま
へ
の
提
案
活
動
な

ど
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
こ
れ
に
と
も
な
い
カ
ス
タ

マ
ー
セ
ン
タ
ー
も
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
、
受
変
電
設
備
と
太

陽
光
Ｐ
Ｃ
Ｓ
の
リ
モ
ー
ト
監

視
も
開
始
す
る

オ
リ
エ
ン
タ
ル
モ
ー
タ
ー

情
報
誌
最
新
号
を
発
行

　
オ
リ
エ
ン
タ
ル
モ
ー
タ
ー

は
、
同
社
の
技
術
情
報
誌

「
Ｎ
ｅ
ｗ
　
Ｍ
ｏ
ｔ
ｉ
ｏ

ｎ
」
の
最
新
号
と
な
る
１
０

８
号
を
発
行
し
た
＝
写
真
。

　
特
集
は
「
内
製
ロ
ボ
ッ
ト

の
制
御
が
簡
単
に
で
き
る
ロ

ボ
ッ
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
Ｍ
Ｒ

Ｃ
01
」で
、新
製
品
情
報
と
し

て
中
空
ロ
ー
タ
リ
ー
ア
ク
チ

ュ
エ
ー
タ
Ｄ
Ｈ
シ
リ
ー
ズ
、

Ａ
Ｃ
ブ
ロ
ワ
Ｍ
Ｖ
シ
リ
ー
ズ

Ｓ
タ
イ
プ
ラ
ン
ナ
ー
径
φ
１

０
０
㍉
㍍
、
制
御
盤
取
付
用

パ
ネ
ル
セ
ッ
ト
防
塵
・
防
滴

パ
ネ
ル
セ
ッ
ト
Ｉ
Ｐ
54
仕
様

な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
。

　
冊
子
で
の
定
期
購
読
ま
た

は
Ｐ
Ｄ
Ｆ
で
読
む
こ
と
が
で

き
る
。

横
河
電
機
も

「
横
河
技
報
」

　
横
河
電
機
は
、
技
術
情
報

誌
「
横
河
技
報
」
の
Ｖ
ｏ

ｌ
．
65
「
№
１
Ｉ
Ｔ
／
Ｏ
Ｔ

コ
ン
バ
ー
ジ
ェ
ン
ス
サ
ー
ビ

ス
特
集
」
を
発
行
し
た
。
横

河
電
機
の
制
御
事
業
の
包
括

ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
「
Ｏ
ｐ
ｒ

ｅ
Ｘ
」
を
中
心
に
、
製
造
業

サ
ー
ビ
ス
の
変
革
と
期
待
、

Ｏ
ｐ
ｒ
ｅ
Ｘ
　
Ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｇ

ｅ
ｄ
　
Ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ｉ
ｃ
ｅ
の

概
要
、
プ
ラ
ン
ト
・
ヘ
ル
ス

ケ
ア
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
論

文
を
掲
載
し
て
い
る
。

　
ヒ
ル
シ
ャ
ー
ジ
ャ
パ
ン

は
、
産
業
用
通
信
と
モ
ー
タ

制
御
を
搭
載
し
た
ｎ
ｅ
ｔ
Ｘ

90
Ｓ
ｏ
Ｃ
ベ
ー
ス
の
「
ｎ
ｅ

ｔ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
開
発
キ
ッ

ト
」
を
紹
介
す
る
Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
動
画
を
公
開
し
た
。

　
ｎ
ｅ
ｔ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

は
、
超
小
型
Ｓ
ｏ
Ｃ
　
ｎ
ｅ

ｔ
Ｘ
90
に
搭
載
さ
れ
て
い
る

モ
ー
タ
制
御
機
能
と
フ
ァ
ー

ム
ウ
エ
ア
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
た
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
カ

ス
タ
マ
イ
ズ
可
能
な
オ
ー
ル

イ
ン
ワ
ン
の
通
信
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
。
そ
の
評
価
・
開
発

に
使
用
可
能
な
キ
ッ
ト
と
し

て
、
Ｎ
Ｘ
Ｈ
Ｘ
90
―
Ｍ
Ｃ
評

価
ボ
ー
ド
、
開
発
ツ
ー
ル
、

通
信
と
モ
ー
タ
制
御
の
フ
ァ

ー
ム
ウ
エ
ア
を
紹
介
す
る
。

　
カ
ナ
デ
ン
は
、
取
り
扱
い

製
品
を
紹
介
す
る
「
製
品
サ

イ
ト
」
で
、
お
役
立
ち
コ
ラ

ム
「
物
流
倉
庫
を
Ａ
Ｇ
Ｖ

（
無
人
搬
送
車
）
で
効
率

化
！
」
を
公
開
し
た
。

　
「
倉
庫
・
製
造
現
場
が
大

き
く
て
搬
送
に
時
間
が
か
か

る
」「
も
っ
と
効
率
的
に
ピ
ッ

キ
ン
グ
作
業
を
進
め
た
い
」

「
物
流
現
場
で
の
無
駄
な
作

業
や
ミ
ス
を
少
な
く
し
た

い
」
と
い
っ
た
課
題
に
対
す

る
解
決
策
と
し
て
の
Ａ
Ｇ
Ｖ

活
用
法
を
紹
介
し
て
い
る
。

四
国
営
業
所
を
移
転

ド
ー
ワ
テ
ク
ノ
ス

　
ド
ー
ワ
テ
ク
ノ
ス
は
、
四

国
営
業
所
を
移
転
し
た
。
新

住
所
は
愛
媛
県
新
居
浜
市
坂

井
町
二
丁
目
４
番
23
号
マ
ル

ニ
ビ
ル
１
階
。
電
話
番
号
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
と
も
に
変
更
な

し
。徳

島
市
に
営
業
所

ア
イ
エ
イ
ア
イ

　
ア
イ
エ
イ
ア
イ
は
、
徳
島

県
徳
島
市
に
徳
島
営
業
所

（
徳
島
県
徳
島
市
東
大
工
町

１
―
９
―
１
徳
島
フ
ァ
ー
ス

ト
ビ
ル
５
Ｆ
―
Ｂ
）
を
開
設

し
た
。
電
話
番
号
は
０
８
８

―
６
２
４
―
８
０
６
１
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
は
０
８
８
―
６
２
４
―

８
０
６
２
。

全
製
品
が
提
供
可
能

パ
ト
ラ
イ
ト

　
パ
ト
ラ
イ
ト
は
、
電
子
サ

イ
レ
ン
ア
ン
プ
の
一
部
製
品

で
出
荷
困
難
が
続
い
て
い
た

が
、
８
月
か
ら
全
製
品
の
供

給
が
可
能
に
な
っ
た
と
発
表

し
た
。

ビジネス拡大のための情報ハブ機能を持つ組織へ再構築

ＳＰＥ　Ｍ12ハイブリッド接続技術の共同開発を行う

　
明
電
舎
は
、
カ
ス
タ
マ
ー
セ
ン
タ
ー
機
能
を
強
化
し
、
従
来
の
お
問
い
合
わ
せ
対
応

を
主
業
務
と
す
る
組
織
か
ら
、
ビ
ジ
ネ
ス
拡
大
の
た
め
の
情
報
ハ
ブ
機
能
を
持
つ
組
織

へ
再
構
築
す
る
。

ヒ
ル
シ
ャ
ー
ジ
ャ
パ
ン

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に
新
動
画



２０２２年（令和４年）７月６日　　　（4）

DXグランプリ2022
中外製薬（医薬品）
日本瓦斯（小売業）

DX銘柄2022　33社
清水建設（建設業）
サントリー食品インターナショナル（食料品）
味の素（食料品）
旭化成（化学）
富士フイルムホールディングス（化学）
ENEOSホールディングス（石油・石炭製品）
ブリヂストン（ゴム製品）
AGC（ガラス・土石製品）
LIXIL（金属製品）
小松製作所（機械）
IHI（機械）
日立製作所（電気機器）
リコー（電気機器）
トプコン（精密機器）
凸版印刷（その他製品）
アシックス（その他製品）
日立物流（陸運業）
SGホールディングス（陸運業）
商船三井（海運業）
ANAホールディングス（空運業）
KDDI（情報・通信業）
ソフトバンク（情報・通信業）
トラスコ中山（卸売業）
ふくおかフィナンシャルグループ（銀行業）
東海東京フィナンシャル・ホールディングス
（証券、商品先物取引業）
SBIインシュアランスグループ（保険業）
東京海上ホールディングス（保険業）
東京センチュリー（その他金融業）
GA technologies（不動産業）
三井不動産（不動産業）
応用地質（サービス業）

DX注目企業2022　15社
ミライト・ホールディングス（建設業）
キリンホールディングス（食料品）
ワコールホールディングス（繊維製品）
日立建機（機械）
荏原製作所（機械）
日本電気（電気機器）
横河電機（電気機器）
大日本印刷（その他製品）
日本郵船（海運業）
アジア航測（空運業）
BIPROGY（情報・通信業）
エヌ・ティ・ティ・データ（情報・通信業）
アスクル（小売業）
プレミアグループ（その他金融業）
トランス・コスモス（サービス業）

　
Ｄ
Ｘ
や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
ど
次
々

と
新
し
い
技
術
や
ト
レ
ン
ド
、
課
題
が
生
ま

れ
、
日
々
変
化
と
進
化
が
求
め
ら
れ
る
製
造

業
。
そ
ん
な
製
造
業
の
未
来
や
ト
レ
ン
ド
に
つ

い
て
、
識
者
が
語
る
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ

る
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
構
築
や
製
造
業
Ｄ

Ｘ
の
推
進
を
行
っ
て
い
る
企
業
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
「
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ 

Ｃ
ｒ
ｏ
ｓ
ｓ 

Ｆ
Ａ
（
チ
ー
ム

ク
ロ
ス
エ
フ
エ
ー
）
」
は
、
７
月
20
日
に
製
造

業
界
や
そ
の
関
連
領
域
の
ト
レ
ン
ド
に
関
す
る

講
演
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
す

る
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ビ
ジ
ネ
ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「
Ｉ
Ｎ
Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ 

Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｔ 

２
０

２
２
」
を
開
催
す
る
。 

参
加
無
料
だ
が
、
事
前

申
し
込
み
制
で
先
着
８
０
０
人
が
参
加
で
き

る
。

　
同
イ
ベ
ン
ト
は
、
製
造
業
や
そ
の
関
連
領
域

に
関
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
「
Ｉ
Ｎ
Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ａ

Ｓ
Ｅ
」
が
開
催
す
る
、
日
本
の
基
幹
産
業
に
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
の
に
必
要
な
ト
レ
ン

ド
に
対
す
る
取
り
組
み
や
今
後
の
展
望
を
語
る

ビ
ジ
ネ
ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
。

　
取
り
上
げ
る
ト
レ
ン
ド
は
、
近
年
製
造
業
で

も
被
害
が
増
え
、
事
故
・
事
件
が
増
え
て
い
る

「
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
」
、
脱
炭
素
・
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
で
各
企
業
で
の
取
り
組

み
が
必
須
と
な
っ
て
い
る
「
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｇ
Ｘ
）
」
、
い
ま
製

造
業
で
一
番
の
話
題
で
あ
り
、
盛
況
な
市
場
と

な
っ
て
い
る
「
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ

ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
」
の
３
つ
。
こ
れ
ら
最
新

ト
レ
ン
ド
に
つ
い
て
、
業
界
の
識
者
（
イ
ノ
ベ

ー
タ
ー
）
が
実
際
の
取
り
組
み
や
ト
レ
ン
ド
に

対
す
る
展
望
な
ど
に
つ
い
て
講
演
、
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
発
信
す
る
。

　
出
演
す
る
識
者
は
、
参
議
院
議
員
で
デ
ジ
タ

ル
大
臣
政
務
官
兼
内
閣
府
大
臣
政
務
官
（
規
制

改
革
・
行
政
改
革
・
個
人
情
報
保
護
法
・
サ
イ

バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
・
Ｐ
Ｆ
Ｉ
等
担
当
）
）

の
山
田
太
郎
氏
、
東
芝
チ
ー
フ
エ
バ
ン
ジ
ェ
リ

ス
ト
の
大
幸
秀
成
氏
、
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ａ

Ｌ
―
Ｘ 

代
表
取
締
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
八
子
知
礼

氏
、
ロ
ー
ラ
ン
ド
・
ベ
ル
ガ
ー 

パ
ー
ト
ナ
ー

の
小
野
塚
征
志
氏
、
川
崎
重
工
業
ロ
ボ
ッ
ト
デ

ィ
ビ
ジ
ョ
ン
商
品
企
画
統
括
部
長
・
理
事
の
鷹

取
正
夫
氏
、
も
の
づ
く
り
系
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

ｒ
の
も
の
づ
く
り
太
郎
氏
、
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ 

Ｃ
ｒ

ｏ
ｓ
ｓ 

Ｆ
Ａ
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
統
括
の
天
野
眞

也
氏
、
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ 

Ｃ
ｒ
ｏ
ｓ
ｓ 

Ｆ
Ａ
技
術
統

括
の
飯
野
英
城
氏
、
オ
フ
ィ
ス
エ
フ
エ
イ
・
コ

ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
本
部
執
行
役
員
の
金
谷

智
昭
氏
。

　
参
加
申
し
込
み
は
次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
ら
行
え

る
。http://innobasesummit.zohosites.

com/

【開催概要】
名称： INNOBASE SUMMIT 2022
主催： Team Cross FA / 株式会社FAプロダクツ（運営事務局）
日程： 2022年7月20日 14:00-18:00
テーマ： 2022年の産業界ビッグトレンド
・サイバーセキュリティ
・ GX（グリーントランスフォーメーション）
・ DX（デジタルトランスフォーメーション）
形式：オンライン（ウェビナー）
参加条件：無料・事前申込制
定員： 800名（先着順、定員になり次第締め切り）
お申込フォーム：http://innobasesummit.zohosites.com/

製
造
業
の
未
来
識
者
が
語
る

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、Ｇ
Ｘ
、Ｄ
Ｘ
テ
ー
マ
に
７月20日開催

Ｉ
Ｎ
Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ 

Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｔ 

２
０
２
２

DX銘柄・注目企業2022

　
経
済
産
業
省
と
東
京
証
券
取
引
所
、
情
報
処
理
推

進
機
構
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
や
Ｄ
Ｘ
を
積
極
的
に
推
進

し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
企
業
を
「
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
銘
柄
（
Ｄ
Ｘ
銘
柄
）
」

と
し
て
選
定
し
、
Ｄ
Ｘ
銘
柄
企
業
33
社
と
、
そ
れ
に

準
じ
る
Ｄ
Ｘ
注
目
企
業
15
社
を
公
表
し
た
。

グ
ラ
ン
プ
リ
は
中
外
製
薬
、日
本
瓦
斯

https://www.meti.go.jp/policy/it_policy/investment/keiei_meigara/dx_meigara.html

創
出
と
し
て
、
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
、
企
業

や
行
政
、
医
療
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
リ
ア
ル

デ
ー
タ
の
活
用
や
、
営
業
プ
ロ
セ
ス
、
治
験
、

デ
ジ
ア
ル
プ
ラ
ン
ト
、
定
型
業
務
の
自
動
化
な

ど
す
べ
て
の
業
務
プ
ロ
セ
ス
、
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ

ー
ン
の
効
率
化
を
お
こ
な
っ
た
こ
と
が
評
価
さ

れ
た
。

　
日
本
瓦
斯
は
、
既
存
ガ
ス
顧
客
１
０
０
万
件

以
上
に
リ
モ
ー
ト
自
動
検
針
が
で
き
る
ガ
ス
メ

ー
タ
ー
と
そ
の
仕
組
み
を
導
入
し
、
他
社
に
も

提
供
す
る
な
ど
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
を
拡

大
し
て
い
る
こ
と
や
、
事
業
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
に
進
化
さ
せ
る
取
り
組
み
を
行

っ
て
お
り
、
デ
ジ
タ
ル
を
軸
に
分
散
型
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
事
業
モ
デ
ル
を
構
築
し
、
ガ
ス
や
電
気

な
ど
の
垣
根
を
越
え
て
デ
ー
タ
の
一
元
管
理
、

オ
ー
プ
ン
な
共
創
連
携
基
盤
を
構
築
し
て
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
の
効
率
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
提

供
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ

た
。

　
Ｄ
Ｘ
銘
柄
各
社
の
取
り
組
み
の
内
容
は
、

「
Ｄ
Ｘ
銘
柄
２
０
２
２
選
定
企
業
レ
ポ
ー
ト
」

と
し
て
Ｐ
Ｄ
Ｆ
で
公
開
さ
れ
て
お
り
、
誰
で
も

閲
覧
・
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
下
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
る
。

　
Ｄ
Ｘ
銘
柄
は
、
東
京
証
券
取
引
所
に
上
場
し

て
い
る
企
業
の
中
か
ら
、
企
業
価
値
の
向
上
に

つ
な
が
る
Ｄ
Ｘ
を
推
進
す
る
た
め
の
仕
組
み
を

社
内
に
構
築
し
、
優
れ
た
デ
ジ
タ
ル
活
用
の
実

績
が
表
れ
て
い
る
企
業
を
選
定
し
た
も
の
。
選

定
企
業
は
、
単
な
る
優
れ
た
情
報
シ
ス
テ
ム
の

導
入
や
デ
ー
タ
の
利
活
用
だ
け
で
な
く
、
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
前
提
と
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
そ

の
も
の
の
変
革
お
よ
び
経
営
の
変
革
に
果
敢
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
て
い
る
企
業
と
な
り
、
こ

れ
ら
の
取
り
組
み
が
他
の
企
業
の
参
考
に
な
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
も
の
。

　
Ｄ
Ｘ
銘
柄
の
う
ち
、
特
に
優
れ
た
取
り
組
み

を
行
っ
た
と
し
て
「
Ｄ
Ｘ
グ
ラ
ン
プ
リ
」
に
選

ば
れ
た
の
が
、
中
外
製
薬
株
式
会
社
（
医
薬

品
）
【
証
券
コ
ー
ド
：
４
５
１
９
】
と
日
本
瓦

斯
株
式
会
社
（
小
売
業
）
【
証
券
コ
ー
ド
：
８

１
７
４
】
。

　
中
外
製
薬
は
、
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
新
薬

積極的推進企業を選定



（5）　　　２０２２年（令和４年）７月６日

は
じ
め
に

　
日
本
の
企
業
は
、
欧
米
に
比

べ
、
営
業
部
門
や
製
造
部
門
ほ

ど
、
広
報
部
門
を
重
要
視
し
な

い
時
代
が
長
く
続
い
て
い
ま
し

た
。
あ
る
時
期
ま
で
は
、
広
報

室
は
企
業
の
ゴ
ミ
捨
て
場
と
言

わ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
特

に
、
日
本
経
済
を
支
え
て
き
た

製
造
業
に
お
い
て
は
、
か
つ
て

は
「
良
い
も
の
を
作
れ
ば
売
れ

る
」
と
い
う
概
念
が
強
く
根
付

い
て
お
り
、
そ
の
良
さ
を
も
っ

と
多
く
の
人
々
に
伝
え
た
い
と

い
う
こ
と
に
対
し
て
、
興
味
が

薄
く
、
そ
の
風
潮
は
令
和
時
代

と
な
っ
た
現
在
で
あ
っ
て
も
、

根
強
く
残
っ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
Ｄ
Ｘ
時
代
に
突
入
し
た

現
在
、
ビ
ジ
ネ
ス
は
共
創
に
よ

り
成
り
立
つ
よ
う
に
な
り
、
広

報
視
点
で
社
内
の
み
な
ら
ず
、

社
外
（
社
会
）
へ
の
情
報
発
信

が
必
要
不
可
欠
と
な
り
ま
し

た
。
本
コ
ラ
ム
を
通
し
て
、
製

造
業
に
お
け
る
広
報
の
在
り

方
、
有
効
な
活
用
手
段
を
伝
え

て
い
き
た
い
、
そ
ん
な
記
事
の

掲
載
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
ト
ッ
プ
交
代
、
そ

し
て
ト
ッ
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の

対
応
を
し
た
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
紹
介
し
ま
す
。

　
中
小
企
業
で
あ
れ
ば
、
毎

朝
、
社
長
に
あ
い
さ
つ
を
す

る
、
会
議
を
す
る
、
時
に
は
ラ

ン
チ
を
ご
ち
そ
う
に
な
る
な

ど
、
比
較
的
距
離
が
近
い
も
の

で
す
。
特
に
、
現
場
主
義
の
社

長
で
あ
れ
ば
、
毎
朝
製
造
現
場

に
顔
を
出
し
、
従
業
員
に
声
を

掛
け
る
と
い
う
方
も
多
い
は
ず

で
す
。
し
か
し
、
大
企
業
と
な

る
と
、
社
長
は
、
「
廊
下
で
す

れ
違
う
お
方
」
、
「
オ
ン
ラ
イ

な
ん
と
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
ニ
ュ
ー

ス
に
出
た
、
と
い
う
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
広
報
担

当
と
し
て
は
、
最
悪
の
事
態
で

す
。

　
通
常
わ
れ
わ
れ
は
、
守
秘
義

務
契
約
を
締
結
し
て
い
る
た

め
、
企
業
の
一
大
事
に
関
わ
る

情
報
は
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
、

す
ぐ
に
下
り
て
く
る
も
の
で

す
。
し
か
し
、
こ
の
会
社
は
違

い
ま
し
た
。
系
列
会
社
や
グ
ル

ー
プ
会
社
か
ら
３
年
に
１
回
程

度
、
社
長
が
〝
天
下
り
〞
で
就

任
す
る
こ
と
が
通
例
の
会
社
で

あ
る
こ
と
も
あ
り
、
オ
ー
ナ
ー

社
長
と
は
異
な
り
、
Ｐ
Ｒ
会
社

と
の
距
離
も
遠
い
存
在
で
し

た
。
報
道
を
見
て
、
至
急
、
そ

の
会
社
の
広
報
室
に
連
絡
を
す

る
と
、
な
ん
と
、
そ
の
会
社
の

広
報
担
当
は
、
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！

ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
お
ら
ず
、
私

以
上
に
驚
い
て
い
た
と
い
う
状

況
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
た
ま

に
起
こ
り
ま
す
。
特
に
、
外
資

系
企
業
の
場
合
、
自
社
の
買
収

や
他
社
と
の
業
務
提
携
を
報
道

で
知
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
う

珍
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
広
報

室
長
や
比
較
的
上
層
部
の
一
部

の
社
員
は
知
っ
て
い
て
も
、
か

ん
口
令
が
敷
か
れ
る
た
め
、
広

報
担
当
者
に
知
ら
さ
れ
な
い
と

い
う
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

広
報
担
当
者
と
し
て
は
残
念
な

事
態
で
す
。

社
長
交
代
、
そ
し
て
取
材
対
応

　
社
長
交
代
劇
も
落
ち
着
く

と
、
新
社
長
が
就
任
で
す
。
ほ

ど
な
く
し
て
、
ト
ッ
プ
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
の
依
頼
が
入
り
ま
す
。

メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
依
頼
を
待
た

ず
に
、
こ
ち
ら
側
か
ら
仕
掛
け

る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
経
済

産
業
紙
の
担
当
記
者
、
業
界
紙

の
編
集
長
レ
ベ
ル
に
は
、
あ
い

さ
つ
を
し
な
が
ら
、
新
社
長
を

売
り
込
み
、
よ
り
よ
い
露
出
を

目
指
し
た
い
も
の
で
す
。
新
社

長
を
い
か
に
よ
く
露
出
さ
せ
、

そ
の
会
社
の
知
名
度
向
上
、
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
役
立
て
る

か
、
広
報
活
動
の
腕
の
見
せ
と

こ
ろ
で
す
。
な
ん
と
い
っ
て
も

社
長
は
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に

お
い
て
、
企
業
に
お
け
る
最
高

の
広
報
資
産
で
す
。
広
報
室
に

と
っ
て
も
最
も
重
要
な
時
期
と

な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
こ
で
も
ま
た
、

ト
ラ
ブ
ル
が
つ
き
も
の
で
す
。

〝
社
長
＝
メ
デ
ィ
ア
露
出
に
協

力
的
〞
と
は
限
ら
な
い
の
で

す
。
つ
ま
り
、
会
社
の
社
長
で

あ
り
な
が
ら
、
自
分
自
身
が
広

告
塔
と
な
っ
て
、
新
聞
や
テ
レ

ビ
に
積
極
的
に
登
場
す
る
と
い

う
人
も
い
れ
ば
、
真
逆
で
、
い

か
に
目
立
た
ず
、
黒
子
で
い
る

…
と
い
う
主
義
の
方
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
背
景
に

は
、
「
親
会
社
よ
り
目
立
っ
て

は
い
け
な
い
」
「
達
成
可
能
か

も
わ
か
ら
な
い
目
標
値
を
出
し

た
く
な
い
」
「
記
事
が
大
げ
さ

に
書
か
れ
て
し
ま
い
（
間
違
っ

て
掲
載
さ
れ
て
し
ま
い
）
、
自

分
の
進
退
問
題
に
関
わ
っ
た
ら

ど
う
し
よ
う
」
な
ど
、
諸
事
情

が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
保
守

的
な
社
長
の
場
合
、
広
報
活
動

に
は
非
協
力
的
に
な
っ
て
し
ま

い
が
ち
で
す
。
と
な
る
と
、
社

長
の
露
出
の
み
な
ら
ず
、
会
社

方
針
と
し
て
新
製
品
発
表
、
機

能
追
加
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
自
体
も

細
々
と
、
水
面
下
で
や
っ
て
い

こ
う
と
い
う
流
れ
に
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
企
業
と
し
て
、
新
社

長
の
意
向
や
方
針
を
見
極
め
な

が
ら
、
そ
の
会
社
に
適
し
た
広

報
活
動
を
展
開
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
の
で
す
。

　
広
報
担
当
者
は
、
社
長
に
広

報
活
動
の
必
要
性
や
重
要
性
を

理
解
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ

と
も
重
要
な
責
務
で
す
。
お
そ

ら
く
、
大
手
企
業
で
あ
れ
ば
あ

る
ほ
ど
、
社
長
に
モ
ノ
が
言
え

な
い
広
報
担
当
者
が
多
く
な
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
担
当
す
る
企

業
を
客
観
的
に
分
析
し
、
そ
の

企
業
を
守
る
た
め
〝
モ
ノ
を
言

う
〞
こ
と
が
仕
事
の
Ｐ
Ｒ
会
社

の
出
番
と
な
り
ま
す
。

著者　株式会社VAインタ
ーナショナルコンサルタン
ト　約40年にわたり、製造
業をはじめ、さまざまな企
業のコミュニケーション活
動をサポートしているコミ
ュニケーションコンサルタ
ント会社。自動車や機械な
どの基幹産業をはじめ、製
造業への参入を検討してい
るIT企業など、製造業に
かかわる多くの企業のPR
実績を有している。現在、
「製造DXチャンネル」に
おいて、製造業に向けた有
益な情報を発信している。
https://www.va- int l .
co.jp/man/

ン
配
信
で
年
始
（
年
度
初
め
）

あ
い
さ
つ
を
見
る
人
」
と
い
う

く
ら
い
遠
い
存
在
で
あ
り
、
中

に
は
、
「
テ
レ
ビ
で
見
る
人
」

と
い
う
く
ら
い
距
離
感
が
あ
る

場
合
も
多
い
で
し
ょ
う
。

自
社
の
社
長
交
代
人
事
を
報
道

で
知
る

　
私
が
Ｐ
Ｒ
会
社
の
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
と
し
て
、
広
報
を
担
当

し
た
製
造
業
の
企
業
は
、
い
わ

ゆ
る
〝
大
企
業
〞
で
あ
っ
た
た

め
、
ど
ち
ら
か
と
言
う
と
、
社

長
に
直
接
、
会
え
る
機
会
の
少

な
い
従
業
員
が
ほ
と
ん
ど
と
い

う
ほ
ど
ト
ッ
プ
と
の
距
離
感
が

あ
る
会
社
で
し
た
。
社
長
の
顔

は
か
ろ
う
じ
て
覚
え
て
い
て

も
、
役
員
の
顔
と
名
前
が
一
致

し
な
い
と
い
う
レ
ベ
ル
の
企
業

で
し
た
。

　
と
あ
る
日
、
何
気
な
く
ネ
ッ

ト
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
る
と
、

そ
の
企
業
の
ト
ッ
プ
交
代
が
、

保
守
的
な
社
長
は
、広
報
活
動
に
非
協
力
的

【教訓2】

トップ広報／
トップインタビュー編Vol.２

技
術
デ
ー
タ
の
確
か
ら
し
さ
を
担
保
す
る
に
お
い
て
何
が
最
重
要
か

　
製
造
業
に
お
け
る
技
術
者
に
と
っ

て
、
最
も
重
要
な
業
務
の
一
つ
が

「
技
術
評
価
」
で
す
。
機
械
系
で
あ

れ
ば
強
度
／
弾
性
率
や
動
的
応
答
、

光
学
的
性
質
、
化
学
や
薬
学
系
で
あ

れ
ば
元
素
組
成
や
化
学
構
造
と
い
っ

た
も
の
に
対
す
る
評
価
が
そ
の
一
例

で
す
。

　
技
術
評
価
と
い
う
と
研
究
開
発
業

務
を
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
方
も
多
い
よ

う
で
す
が
、
も
の
づ
く
り
の
現
場
で

あ
る
工
場
で
あ
っ
て
も
例
外
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
「
工
程
の
最

適
化
や
管
理
基
準
を
変
更
す
る
場

合
、
そ
れ
を
行
う
こ
と
が
妥
当
か
否

か
」
は
現
場
で
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
た

上
で
、
技
術
的
な
検
証
を
は
じ
め
と

し
た
評
価
を
行
い
、
判
断
し
な
い
こ

と
に
は
何
も
言
え
ま
せ
ん
。
感
情
や

主
観
性
を
排
除
で
き
る
技
術
評
価
に

基
づ
く
技
術
デ
ー
タ
は
、
製
造
業
に

属
す
る
技
術
者
全
員
の
「
武
器
」
と

い
え
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
武

器
が
「
本
当
に
武
器
に
な
る
の
か
否

か
」
に
は
い
く
つ
か
の
重
要
な
確
認

事
項
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
、

「
そ
の
技
術
デ
ー
タ
は
本
当
に
正
し

い
か
」
と
い
う
も
の
で
す
。

　
技
術
デ
ー
タ
は
正
し
い
基
準
デ
ー

タ
と
い
う
土
台
の
上
で
の
み
得
ら
れ

る
技
術
評
価
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
技

術
デ
ー
タ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
試
験
、

分
析
、
計
算
な
ど
を
通
じ
て
得
ら
れ

る
も
の
で
す
。
こ
こ
に
は
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
や
Ｐ
Ｃ
の
働
き
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
そ
れ
ら
の
作
業
を
行
う
技
術

者
の
力
、
そ
し
て
入
力
さ
れ
る
数
値

パ
ラ
メ
ー
タ
が
そ
の
基
盤
と
な
っ
て

吉田　州一郎
（よしだ　しゅういちろう）
　FRP Consultant株式会社
　代表取締役社長
　福井大学非常勤講師
　FRP（繊維強化プラスチック）を用
いた製品の技術的課題解決、該関連
業界への参入を検討、ならびに該業

界での事業拡大を検討する企業をサポートする技術コン
サルティング企業代表。現在も国内外の研究開発最前線
で先導、指示するなど、評論家ではない実践力を重視。
複数の海外ジャーナルにFull paperを掲載させた高い専
門性に裏付けられた技術サポートには定評がある。

い
ま
す
。

　
こ
の
中
で
、
「
入
力
数
値
の
確
か

ら
し
さ
」
と
い
う
の
は
あ
ま
り
重
要

視
さ
れ
な
い
こ
と
が
多
い
と
感
じ
て

い
ま
す
。
技
術
評
価
の
一
例
と
し

て
、
あ
る
も
の
の
密
度
を
求
め
た
い

と
し
ま
す
。
多
く
の
場
合
、
純
水
の

中
に
対
象
物
を
沈
め
た
際
の
重
量
変

化
か
ら
体
積
を
算
出
す
る
と
い
う
、

ア
ル
キ
メ
デ
ス
法
を
用
い
る
と
思
い

ま
す
。

　
こ
れ
は
ア
ル
キ
メ
デ
ス
の
原
理
に

よ
る
も
の
で
す
。
以
下
の
よ
う
な
動

画
も
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

https://youtu.be/jaUvGI9W 
YsA　

流
体
の
中
で
静
止
し
て
い
る
物
体

が
、
周
囲
の
流
体
が
及
ぼ
す
圧
力
の

合
力
と
し
て
受
け
る
浮
力
は
、
重
力

と
正
反
対
で
そ
の
大
き
さ
は
物
体
を

周
囲
の
液
体
で
置
き
換
え
た
時
、
そ

れ
に
生
じ
る
重
力
と
等
し
い
、
と
い

う
の
が
そ
の
説
明
で
す
。

　
（
右
記
の
文
言
は
理
化
学
辞
典
の

文
言
を
基
本
に
記
載
し
ま
し
た
。
な

お
、
意
味
は
変
化
さ
せ
ず
に
一
部
変

更
を
行
っ
て
い
ま
す
）
。
言
い
換
え

る
と
、
水
な
ど
の
液
体
に
物
体
を
沈

め
た
時
、
そ
の
物
体
が
押
し
の
け
た

液
体
の
質
量
と
同
じ
浮
力
を
受
け
る

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
よ
っ
て
、
物
体
の
質
量
を
計
測
し

た
状
態
で
液
体
に
沈
め
る
前
後
の
重

量
差
を
計
測
で
き
れ
ば
そ
れ
が
浮
力

と
な
り
、
こ
の
浮
力
が
物
体
が
押
し

の
け
た
液
体
の
体
積
と
等
し
い
た

め
、
液
体
の
密
度
が
わ
か
れ
ば
、
物

体
の
密
度
も
求
め
ら
れ
る
と
い
う
非

常
に
原
始
的
な
計
測
、
つ
ま
り
技
術

評
価
の
一
つ
で
す
。

　
し
か
し
こ
こ
で
技
術
的
に
は
大
変

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
物

体
を
沈
め
た
際
に
流
体
を
吸
収
し
な

い
か
（
吸
っ
て
し
ま
う
と
、
浮
力
が

変
化
す
る
た
め
）
と
い
っ
た
工
程
に

つ
い
て
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
何
よ

り
、
「
計
測
を
行
っ
た
時
の
流
体
の

密
度
は
正
し
い
か
」
と
い
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
前
記
の
ア
ル
キ
メ
デ
ス
法
に
よ
っ

て
密
度
を
求
め
る
場
合
、
そ
の
確
か

ら
し
さ
は
、
「
物
体
を
沈
め
る
流
体

の
密
度
が
正
し
い
」
と
い
う
の
が
前

提
条
件
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
こ

の
よ
う
な
技
術
デ
ー
タ
を
「
基
準
デ

ー
タ
」
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
技
術
者
は
こ
の
基
準
デ
ー
タ
に

注
意
を
払
う
と
い
う
姿
勢
が
強
く
求

め
ら
れ
ま
す
。

　
例
え
ば
右
記
の
流
体
が
純
水
だ
と

し
ま
す
。
い
い
加
減
な
技
術
者
だ

と
、
水
の
密
度
は
大
体
１
だ
か
ら
１

で
良
い
だ
ろ
う
と
な
り
ま
す
。
も
う

少
し
注
意
を
払
え
る
技
術
者
だ
と
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
す
る
は
ず
で

す
。

　
し
か
し
、
本
来
技
術
者
が
基
準
デ

ー
タ
に
つ
い
て
調
べ
る
べ
き
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
な
く
、
「
デ
ー
タ

の
確
か
ら
し
さ
が
担
保
さ
れ
て
い
る

文
献
」
と
な
り
ま
す
。
最
も
代
表
的

な
文
献
は
、
例
え
ば
「
理
科
年
表
」

で
す
。
※
理
科
年
表
（
丸
善
出
版
）

https://www.rikanenpyo.jp/

　
こ
の
よ
う
な
デ
ー
タ
の
宝
庫
が
、

こ
の
値
段
で
手
に
入
る
日
本
は
本
当

に
素
晴
ら
し
い
国
で
す
。
こ
の
理
科

年
表
を
例
に
す
る
と
、
１
気
圧
の
条

件
で
０
か
ら
99
℃
ま
で
の
水
の
密
度

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
理

科
年
表
に
よ
る
と
水
の
密
度
（
ｇ
／

㎤
）
は
０
℃
で
は
０
・
９
９
９
８

４
、
30
℃
で
は
０
・
９
９
５
６
５
、

50
℃
で
は
０
・
９
８
８
０
３
で
す
。

　
こ
れ
を
見
た
時
に
差
が
有
る
、
無

い
と
い
う
個
人
的
な
見
解
を
持
つ
方

は
い
る
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
技

術
者
で
あ
れ
ば
数
値
が
変
動
し
て
い

る
以
上
、
こ
れ
は
差
が
あ
る
と
み
る

べ
き
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
な
基
準

デ
ー
タ
に
対
す
る
意
識
の
薄
さ
に
よ

る
誤
差
が
蓄
積
す
る
こ
と
で
、
後
に

大
き
な
問
題
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　
誤
差
の
増
幅
と
い
う
恐
ろ
し
い
事

象
で
す
。
特
に
基
準
と
な
る
デ
ー
タ

に
対
し
て
は
、
細
か
く
、
か
つ
確
実

に
押
さ
え
る
と
い
う
真
摯
（
し
ん

し
）
な
姿
勢
が
不
可
欠
で
す
。

実
測
デ
ー
タ
を

基
準
デ
ー
タ
と
す
る
際
は

ｎ
数
を
で
き
る
だ
け
多
く

　
基
準
デ
ー
タ
は
も
の
に
よ
っ
て

は
、
上
述
し
た
よ
う
な
文
献
に
は
記

載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
場
合
は
基
準
デ
ー
タ
を
取

得
す
る
と
い
う
こ
と
か
ら
始
め
な
く

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
特
定
条

件
で
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
の
み
を
用
い

て
基
準
デ
ー
タ
を
決
め
る
、
中
に
は

過
去
に
行
っ
た
ｎ
＝
１
と
い
う
点
デ

ー
タ
の
み
で
当
該
デ
ー
タ
を
決
め
る

と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
の
が
現
実
で

す
。

　
デ
ー
タ
と
い
う
の
は
大
変
取
り
扱

い
の
難
し
い
対
象
物
で
す
。
例
え
ば

基準となる数値は「細かく、確実に」

製造業・世界と戦う担い手づくり

エキスパート 待望待望▶70

よ
く
言
わ
れ
る
「
デ
ー
タ
の
誤
差
」

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

す
。
実
は
誤
差
と
い
う
の
は
大
き
く

分
け
る
と
、
「
偏
差
と
残
差
」
が
あ

り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
何
を
示
す
か

即
答
で
き
る
技
術
者
の
方
は
ど
れ
だ

け
い
る
で
し
ょ
う
か
。
即
答
で
き
て

い
な
い
時
点
で
、
本
当
の
意
味
で
誤

差
を
理
解
し
て
い
な
い
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
私
が
日
刊
工
業
新

聞
社
発
行
の
機
械
設
計
と
い
う
雑
誌

で
持
っ
て
い
る
連
載
で
も
述
べ
て
い

ま
す
。

　
残
差
と
い
う
の
は
実
測
値
平
均
と

実
測
デ
ー
タ
の
誤
差
、
偏
差
と
い
う

の
は
母
平
均
（
平
均
の
真
値
）
と
実

測
デ
ー
タ
の
誤
差
を
示
し
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
多
く
の
技
術
者
の
言

う
誤
差
と
い
う
の
は
、
残
差
の
事
を

言
っ
て
い
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
「
基
準
デ
ー
タ
」
の
「
誤

差
」
の
議
論
を
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

「
偏
差
」
の
話
を
し
な
く
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
基
準
デ
ー
タ
は
真
値
で
あ

る
、
も
し
く
は
そ
の
真
値
に
限
り
な

く
近
く
な
く
て
は
い
け
な
い
か
ら
で

す
。

　
実
際
に
母
平
均
を
求
め
る
の
は
極

め
て
困
難
で
す
が
、
標
準
偏
差
が
未

知
で
あ
っ
て
も
、
平
均
平
方
を
用
い

た
母
平
均
に
関
す
る
検
定
を
行
う
こ

と
で
、
母
平
均
の
95
％
信
頼
性
区
間

を
求
め
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。
こ
れ

が
わ
か
れ
ば
、
基
準
デ
ー
タ
の
母
平

均
の
範
囲
が
明
確
に
な
る
た
め
、
少

な
く
と
も
基
準
デ
ー
タ
と
し
て
評
価

す
べ
き
「
範
囲
」
が
わ
か
る
こ
と
に

な
る
の
で
す
。

　
つ
ま
り
、
95
％
信
頼
性
区
間
の
最

小
値
と
最
大
値
を
基
準
デ
ー
タ
と
し

た
際
に
、
技
術
デ
ー
タ
が
ど
の
よ
う

に
変
動
す
る
の
か
を
見
る
と
い
う
こ

と
が
必
要
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
技

術
者
は
常
に
技
術
デ
ー
タ
と
い
う
こ

と
に
対
し
て
真
摯
に
向
き
合
い
、
そ

れ
に
必
要
な
統
計
学
な
ど
の
知
見
を

鍛
錬
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
い

え
ま
す
。

　
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。
技

術
と
い
う
と
Ａ
Ｉ
や
Ｄ
Ｘ
と
い
っ
た

ト
レ
ン
ド
用
語
が
も
て
は
や
さ
れ
る

こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ

し
こ
の
よ
う
な
用
語
で
示
さ
れ
る
ト

レ
ン
ド
技
術
が
生
き
る
か
生
き
な
い

か
は
、
そ
れ
を
用
い
る
技
術
者
側
の

基
本
姿
勢
や
知
見
に
左
右
さ
れ
る
こ

と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
す
な
わ
ち
、
技
術
の
受
け
皿
と
な

る
技
術
者
の
本
質
的
な
基
礎
力
有
無

が
勝
負
と
な
り
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
が
飛
び
交
う
昨
今
だ
か
ら
こ

そ
、
技
術
者
は
常
に
地
に
足
を
つ
け

な
が
ら
地
道
な
鍛
錬
を
す
る
と
い
う

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
に
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。
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【国内】
■アサヒビール、佐賀県鳥栖市に新九州工場。グルー
プの次世代モデル工場に
　アサヒビールは、福岡県福岡市の博多工場を、佐賀
県鳥栖市に移転し、2026年から新九州工場として稼働
開始を予定している。
　新工場は、現在の博多工場の2倍の敷地面積とな
り、生産能力も1.3倍に引き上げる。またアサヒグル
ープの次世代生産体制のモデル工場となり、エネルギ
ー使用量を従来比50％削減し、使用エネルギーも再生
可能エネルギーを利用し、CO2回収技術の導入などと
合わせてCO2吸収量が排出量を上回るカーボンネガテ
ィブを目指す。
　また、ビール類・ノンアルコールビールテイスト飲
料・RTD・アサヒ飲料商品などグループの多様な商
品や容器の製造も担い、物流効率化と工場の操業度の
向上を進める。
　今回の移転により、九州エリアに出荷する商品のほ
とんどは新工場で対応できるようになり、九州エリア
内の需給率向上と配送距離短縮によって物流のCO2排
出量も30％削減できる見込みとしている。
■赤田善、兵庫県西宮市に工場・研究所を新設。衛生
管理のモデル工場に
　ベーキングパウダーなど食品添加物メーカーの赤田
善は、兵庫県西宮市に鳴尾浜工場棟・研究所棟を新設
した。新工場には同社が提供する食品工場総合衛生管
理システム「TOSCO（Total Sanitation Control）シ
ステム」を導入し、モデル工場としても活用する。
　新工場は、幅6㍍の大通りを挟んだ倉庫棟と工場棟
・研究所棟で構成され、いずれの棟からも荷受けが可
能。内部は清潔区、準清潔区、一般区、アレルギー区
にゾーニングし、清潔区は緑色、準清潔区は黄色、一
般区は灰色、アレルギー区は赤色に、それぞれ床の色
を変えて可視化。アレルギー室は隔離して且つ陰圧と
し、アレルギー原料搬入ルートと専用の更衣室を別に
設置している。
　空気の動線も、外気処理フィルタユニットを使って
フレッシュな外気を建物内に取りこみ、さらに階段室
で除湿・温度調節して各製造棟に送り込むようにして
いる。アレルギー室以外は陽圧とし、製造室の空気は
研究所から屋外に排気されるようになっている。
　セキュリティは敷地と建物、工場侵入口に監視カメ
ラを設置。また浸水に備え、代替できる原料の倉庫を

1階に、代替の効かない機器や機械類は2階以上に設置
している。エレベータも2基備え付けた。
　衛生面では、製造室の清潔区エリアの入口にエアシ
ャワーを設けたほか、原料は西から搬入して、製品は
東から搬出するワンウェイ（一方向）とし、エレベー

タも原料搬入用と製品搬出用に分けている。
■大同特殊鋼、群馬県渋川工場に高級鋼増産に向け真
空アーク再溶解炉を増設
　大同特殊鋼は、群馬県渋川市の渋川工場で、石油、
化学、航空エンジンや発電用タービンなどで使われる
ニッケル基合金や、半導体製造装置等に使われるクリ
ーンステンレスといった今後の需要拡大が見込まれる
高級鋼の増産に向け、これらの製造に使われる特殊溶
解設備の真空アーク再溶解炉（VAR）1基を増設す
る。投資金額は7.5億円で、稼働開始は23年8月を予定
している。

■富士ピー・エス、福岡県鞍手郡小竹町の九州小竹工
場をリニューアル
　プレストレスト・コンクリート建造物の設計・施工
の富士ピー・エスは、福岡県鞍手郡小竹町の九州小竹
工場（小竹町御徳1673）のリニューアルに向け、9万
8255平方㍍の土地を取得した。新工場の竣工は26年3
月を予定している。
■四国化成、香川県丸亀市の丸亀工場内にタイヤ原料
の不溶性硫黄の新工場
　四国化成工業は、香川県丸亀市の丸亀工場（丸亀市
港町147－1）内に、タイヤ原料の不溶性硫黄の新工場
を建設する。新工場は、鉄骨ALC5階建てで、延床面
積1020平方㍍。2023年4月に着工し、24年10月に竣

工、24年12月から生産を開始する予定。投資金額は45
億円。
■テクノスマート、滋賀県野洲市に新実験棟
　塗工乾燥装置メーカーのテクノスマートは、滋賀県
野洲市の滋賀事業所の西側に、顧客の新商品開発に使
う実験用のクリーンコーターを設置した新実験棟（野
洲市大篠原 3231-1）を建設する。
　新実験棟は鉄骨2階建てで、建設面積738平方㍍、延
床面積996平方㍍。投資金額は10億円。
■デンカ、千葉県市原市の千葉工場に自家用高効率ガ
スタービン発電が竣工
　デンカは、主要生産拠点である千葉工場（千葉県市
原市）に自家用高効率ガスタービン発電機が竣工し
た。投資金額は37億円。

　自家用高効率ガスタービン発電機は7500kWを2機
導入し、年間1万2000㌧のCO2削減効果を見込んでい
る。
■日本マイクロニクス、青森県平川市の青森工場に新
生産棟。2024年8月竣工予定
　日本マイクロニクス、青森県平川市の青森工場（平
川市新館野木和14-1）にメモリ半導体製造向けプロー
ブカードの新生産棟を建設する。新生産棟は、敷地面
積1万5000平方㍍、建物面積は9300平方㍍。23年5月に
着工し、24年8月竣工予定。投資金額は110億円。

【海外】
■東ソーグループの米・トーソー・SMD、スパッタ
リングターゲット製造設備に投資
　東ソーグループのトーソー・ＳＭＤは、米国オハイオ
州のスパッタリングターゲット工場の生産能力増強を
行う。投資金額は100億円で、2025年7月に完工予定。
　スパッタリングターゲットは、半導体・フラットパ
ネルディスプレー・太陽電池などの薄膜形成材料とし
て使われ、今後も需要拡大が見込まれている。今回の
生産能力増強により、生産能力は2倍になる見通し。
■日本マイクロニクス、韓国子会社MEKに新工場
　日本マイクロニクスは、韓国子会社MEKのアドバ

ンストプローブカード新工場を、韓国西部の京畿道富
川市に建設する。敷地面積は3288平方㍍、建屋は4階
建てで2349平方㍍。投資金額は25億円。
■サクラグループの中国・櫻花医療科技、江蘇省泰州
に病理検査機器の新工場
　洗浄滅菌機器メーカーのサクラ精機、病理検査機器
のサクラファインテックジャパンを傘下に持つサクラ
グローバルHDは、グループ会社の中国・櫻花医療科
技の病理検査機器の新工場を、江蘇省泰州市に建設し
生産を開始した。
　新工場のサクラ中国工場（江蘇省泰州市医薬高新
区）は、工場面積3464平方㍍。中国市場向けの自動染

色装置、密閉式自動固定包理装置など病理検査装置の
製造を担う。

工場新設・増設情報 ７月第１週

　
調
査
は
、
全
国
２
万
４
８
５

４
社
に
対
し
て
行
わ
れ
、
１
万

１
２
６
７
社
か
ら
有
効
回
答
を

得
た
。

　
２
０
２
２
年
度
に
設
備
投
資

を
行
う
予
定
・
計
画
が
「
あ
る
」

（
「
す
で
に
実
施
し
た
」
「
予

定
し
て
い
る
」
「
実
施
を
検
討

中
」
の
合
計
）
と
い
う
企
業
は

58
・
９
％
。
規
模
別
で
は
、
大

企
業
が
72
％
、
中
小
企
業
は
56

％
、
小
規
模
企
業
は
43
％
と
な

っ
た
。
業
界
別
で
は
、
製
造
業

は
69
・
５
％
（
前
年
比
０
・
６

㌽
減
）
、
運
輸
・
物
流
は
67
・

５
％
（
１
・
６
％
減
）
、
小
売

り
は
56
・
４
％
（
５
・
１
％
減
）

だ
が
、
農
林
水
産
業
は
73
・
６

％
（
９
・
７
％
増
）
と
大
幅
に

増
加
し
た
。

　
設
備
投
資
の
内
容
は
、
「
設

備
の
代
替
」
が
41
・
５
％
で
ト

ッ
プ
と
な
り
、
「
既
存
設
備
の

維
持
・
補
修
」
（
32
・
５
％
）
、

「
省
力
化
・
合
理
化
」
（
26
・

２
％
）
、
「
情
報
化
（
Ｉ
Ｔ
化
）

関
連
」
（
24
・
５
％
）
が
続
い

た
。
ま
た
「
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）
」
の
回
答
も
18
％
あ
っ
た
。

特
に
従
業
員
数
が
多
い
企
業
は

情
報
化
と
Ｄ
Ｘ
関
連
へ
の
設
備

投
資
の
割
合
が
高
く
、
情
報
化

関
連
が
45
・
３
％
、
Ｄ
Ｘ
が
33

・
７
％
だ
っ
た
。

　
設
備
投
資
の
予
定
が「
あ
る
」

と
し
た
企
業
か
ら
は
、
「
省
力

化
・
効
率
化
な
ど
を
見
据
え
た

デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
設
備
投
資
は

必
須
と
考
え
て
い
る
。
資
金
調

達
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

関
連
融
資
で
非
常
に
助
か
っ
て

い
る
」（
土
木
建
築
サ
ー
ビ
ス
）、

「
生
産
の
効
率
化
を
図
る
た
め

に
新
し
い
設
備
（
検
査
装
置
）

導
入
を
検
討
中
で
、
そ
の
た
め

に
助
成
金
を
申
請
予
定
」
（
光

学
機
械
・
写
真
機
械
器
具
卸
売

り
）
、
「
業
態
転
換
補
助
金
の

活
用
な
ど
、
新
規
事
業
に
軸
足

を
置
い
て
い
る
」
（
酒
類
卸
売

り
）
と
い
っ
た
声
が
あ
り
、
ま

た
「
設
備
の
調
達
に
お
い
て
注

文
か
ら
納
入
ま
で
の
期
間
が
長

く
な
り
、ト
ラ
ッ
ク
は
約
１
年
、

ク
レ
ー
ン
等
は
３
年
か
か
る
物

も
あ
り
、
投
資
判
断
が
難
し
く

な
っ
て
い
る
」
（
土
木
工
事
）

や「
建
築
投
資
案
件
に
つ
い
て
、

部
材
の
高
騰
、
納
期
の
長
期
化

を
考
慮
す
る
と
、
先
延
ば
し
し

た
ほ
う
が
よ
い
か
も
し
れ
な
い

と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
」

（
自
動
車
（
新
車
）
小
売
り
）

な
ど
、
投
資
計
画
を
修
正
す
る

動
き
も
出
て
い
る
。

ま
た
設
備
投
資
の
予
定
が
「
な

い
」
企
業
で
は
、
設
備
投
資
を

行
わ
な
い
理
由
は
「
先
行
き
が

見
通
せ
な
い
」
（
53
・
０
％
）

が
ト
ッ
プ
で
、
「
現
状
で
設
備

は
適
正
水
準
で
あ
る
」
（
26
・

４
％
）
、
「
投
資
に
見
合
う
収

益
を
確
保
で
き
な
い
」
（
20
・

８
％
）
、
「
借
入
負
担
が
大
き

い
」
（
13
・
３
％
）
、
「
原
材

料
価
格
の
高
騰
」（
13
・
１
％
）

が
続
い
た
。

　
企
業
か
ら
は
、
「
円
安
に
よ

り
燃
料
価
格
が
高
騰
し
、
収
益

を
圧
迫
さ
せ
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
、
安
易
に
設
備
投
資
は
で
き

な
い
」
（
一
般
貨
物
自
動
車
運

送
）
、
「
同
一
作
業
機
械
設
備

が
10
年
、
20
年
前
と
比
べ
て
非

常
に
高
く
な
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
原
材
料
高
騰
で
金
額
が
上
が

っ
て
い
る
の
で
予
算
が
合
わ
な

い
」
（
金
属
製
建
具
工
事
）
な

ど
、
先
行
き
不
透
明
感
の
声
が

上
が
っ
た
。

　
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
は
、
２
０
２
２
年
度
の
設
備
投
資
に
関
す
る
企
業
の
意
識
調
査
の
結

果
を
公
表
し
、
22
年
度
の
民
間
企
業
の
設
備
投
資
額
は
87
兆
円
と
な
り
、
コ
ロ
ナ
禍
前
を
若

干
下
回
る
も
の
の
２
年
連
続
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
な
か
、
Ｉ
Ｔ
や
Ｄ
Ｘ
な
ど
デ
ジ
タ
ル
投

資
が
進
む
一
方
で
、
円
安
や
原
料
価
格
の
高
騰
等
に
対
す
る
先
行
き
不
透
明
感
も
見
ら
れ
る

と
し
た
。

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
設
備
投
資
調
査

22
年
度
は
87
兆
円

デ
ジ
タ
ル
好
調
も

先
行
き
不
透
明


